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古紙配合率１００％再生紙を使用しています

●「防犯特集号」が折り込まれています。

〈グラフの項目〉
項　目番号項　目番号

学校教育施策�高齢者福祉施策�
障害者福祉施策�災害に強いまちづくり施策�
健康づくり支援施策�子育て支援施策�
自転車駐車場の整備施策�道路・交通体系の整備施策�
公害・環境対策と省資源・リサ
イクル施策�地域福祉の基盤整備施策�

みどりと景観に配慮したまちづ
くり施策�産業振興・商店街活性化施策�

居住環境の整備施策�

施策の評価では「みどりと景観に配慮したま
ちづくり施策」が２８．８％、施策の要望では
「高齢者福祉施策」が２８．９％となっています。

区民の地域に対する「誇り」や「愛着」、「参加意識」
を高め、すぎなみの輝きを向上させていくために、
将来の理念づくりに取り組んでいます。「杉並の魅
力」や「イメージ」などについて調査しました。

以下、「区民の文化意識の高さ」、「人と人とのふれあいがある」など
になっています。「特に魅力を感じない」は６．１％でした。

　

去
る
９
月
４
日
に
発
生
し

た
集
中
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
方
々
へ
の
支
援
の
た

め
、
区
は
水
害
義
援
金
を
受

け
付
け
て
い
ま
し
た
が
、　
１０

月
末
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま

し
た
。　

　

こ
の
間
、
四
三
団
体
、
一

一
六
名
の
皆
さ
ん
お
よ
び
義

援
金
箱
に
よ
り
総
額
九
八
七

万
六
三
八
二
円
を
お
預
か
り

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
千
谷
市
、
大
田

区
か
ら
の
消
毒
支
援
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る

被
災
地
域
で
の
支
援
も
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
預
か
り
し
た
義
援
金

は
、
外
部
委
員
を
含
む
「（
仮

称
）
杉
並
区
義
援
金
配
分
委

員
会
」
を
設
置
し
、
検
討
し

た
上
で
配
分
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
・
ご
支
援
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　
 

保
健
福
祉
部
管
理
課

問

水
害
義
援
金
な
ど
の
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

�
小
千
谷
市
に
よ
る
消
毒

　

支
援

　区内在住で、１８歳以上の男女１４００人を無作為に選び、７月上旬～中
旬に調査を行いました。回収率は７８．８％でした。
　なお、調査結果の報告書は、区政資料室（区役所西棟２階）、図書
館、地域区民センターでご覧になれます（区政資料室では１０００円で
販売しています）。また、調査の主な内容をまとめた要約版を、区政
資料室で無料で配布するほか、区ホームページでもご覧になれます。

調査方法・結果報告書

これからも杉並区に住み続けたい人はこれからも杉並区に住み続けたい人は
区民の皆さんのご意見・ご要望を区の施策に反映するために、毎年「区民意向調査」を行っています。区民の皆さんのご意見・ご要望を区の施策に反映するために、毎年「区民意向調査」を行っています。
今年の調査項目は、「定住性と生活環境」、「健康と医療および社会参加活動状況」、「地域防災」、「すぎなみの輝き度向今年の調査項目は、「定住性と生活環境」、「健康と医療および社会参加活動状況」、「地域防災」、「すぎなみの輝き度向
上」、「スポーツ」、「人と動物との共生」、「みどり」、「区道の愛称」、「区政への要望」の９項目です。この中から主な調上」、「スポーツ」、「人と動物との共生」、「みどり」、「区道の愛称」、「区政への要望」の９項目です。この中から主な調
査結果をお知らせします。 ――問い合わせは、区政相談課へ。査結果をお知らせします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　――問い合わせは、区政相談課へ。

約8割

区政への要望

すぎなみの
輝き度向上

「これからも区内に住み続けるか」に
ついては、次のとおりになりました。
平成６年以降『定住意向』は約８割を
維持しています。

定住性と
生活環境

��区民意向調査の結果がまとまりました区民意向調査の結果がまとまりました��
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区
は
、
行
政
の
透
明
性
を
高
め
、
効
率
的
で
効
果
的
な
区
政
を
実
現
す
る
た
め
、

す
べ
て
の
事
業
を
対
象
に
行
政
評
価
を
実
施
し
て
い
ま
す
。　

年
度
で
は
、
区
議

１７

会
の
決
算
審
議
や　

年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
実
施
時
期
を
三
カ
月
早
め

１８

る
と
と
も
に
、
あ
ら
た
に
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
区
が

出
資
や
支
援
す
る
財
団
な
ど
七
団
体
の
経
営
力
向
上
の
た
め
経
営
評
価
を
実
施
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
課
へ
。

行
政
評
価
の
実
施

　

区
の
す
べ
て
の
事
業
を
成
果

目
標
の
達
成
度
と
効
率
性
な
ど

の
視
点
か
ら
評
価
し
、
今
後
の

事
業
の
方
向
性
を
決
め
ま
す
。

◇
行
政
評
価
の
目
的

�
成
果
重
視
の
行
政
へ
の
転
換

�
効
率
的
で
質
の
高
い
行
政
の

実
現

�
説
明
責
任
の
徹
底

◇　

年
度
の
実
施
状
況

１７

　
　

年
度
に
実
施
し
た
、
二
二

１６
の
政
策
、
七
二
の
施
策
、
八
六

二
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
評
価

を
実
施
し
ま
し
た
。

区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

　

サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
で
あ
る

区
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
「
行

政
評
価
」
に
反
映
し
、
今
後
の

区
政
に
役
立
て
て
い
く
た
め
、

一
〇
〇
〇
人
を
対
象
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

七
二
施
策
の
中
か
ら
、
六
つ

の
施
策
に
つ
い
て
事
業
内
容
を

お
知
ら
せ
し
、
三
八
三
名
の
方

々
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

評
価
結
果
の
公
表

　

政
策
・
施
策
・
事
務
事
業
の

評
価
に
加
え
て
、「
杉
並
区
政
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」（
右
下
表
）
に

よ
る
チ
ェ
ッ
ク
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

六
分
野
三
〇
項
目
の
杉
並
区

政
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
区
民

が
日
常
生
活
の
中
で
高
い
関
心

を
寄
せ
る
項
目
の
一
覧
表
で

す
。

　

政
策
・
施
策
・
事
務
事
業
評

価
で
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
網
羅

的
に
評
価
す
る
の
に
対
し
、
区

政
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
区
民

の
視
点
か
ら
杉
並
区
の
状
況
の

〈杉並区政チェックリスト〉
目標
年度目標値前年度比

指　標　値
指　　標　　名分野

１６年度１５年度
１７毎年減１６．７％減１７５２１０犯罪発生率（件／万人）

安
全
・
安
心

１７４，５１２１５．２％減５，９８２７，０５６駅前放置自転車の台数（台）
１７２０．０９．２％増１９．０１７．４狭あい道路を整備した率（％）

１７毎年増２．１％減５９．５６０．８杉並区が安全・安心なまちと思う区
民の割合（％）

１７６４１．３％減７４７５交通事故死傷者数比率（人／万人）

２２０．０３０７．５％減０．０３７０．０４０杉並区の大気の状況（窒素酸化物の
濃度）（ppm）み

ど
り
・
環
境

２４４２９３．０％減６７２６９３区民１人あたりのごみ排出量（ｇ／
日）

２４４３．０１．５％増１９．７１９．４リサイクル率（％）
２２増大－〈２６．１６〉〈２６．１６〉公共施設の緑化面積（ha）

２２７０．０６．８％増６７．１６２．８杉並区が美しいと思う区民の割合
（％）

１９減少－〈０．９２８〉０．９２８国民健康保険加入者１人あたり医療
給付費（地域差指数＝全国平均１）

健
康
・
福
祉

１９５０．０２６．５％増４５．３３５．８公共施設バリアフリー度（％）

１９１年以内－１年４カ月１年４カ月特別養護老人ホーム入所者平均待機
期間（月）

１９８０．００．４％減７９．５７９．８高齢者で生きがいを感じている人の
割合（％）

１９０３５．１％減９８１５１保育園待機児童数（人）
１９上昇－３１．３〈３４．３〉高齢者の就労率（％）産

業
経
済
・
区
民
生
活

１９増加－３２．５〈３２．３〉商店街の活性化度（従業員１人あた
りの売上高）（百万円）

１９増加－４，９８２〈５，３２７〉みどりの産業事業所数（所）

１９上昇－８５．５８０．６若者に対するまちの魅力度（％）

１９増加１．７％減４，６５３４，７３４課税所得の平均値（千円）

１９７５．０－７０．４（８３．３）学習内容を理解している児童・生徒
の割合（％）

自
律
・
教
育

１９２５．０１３．２％増２１．４１８．９ボランティアに参加したことのある
区民の割合（％）

１９１７５５．６％減２０２２１４不登校児童生徒数（人）

１９７８．０３．２％増７５．０７２．７いじめや仲間はずれがなく生活して
いると感じている子どもの割合（％）

１９１時間５０分／
２時間２５分

４．２％増／
７．３％増　

１時間４０分／
２時間１３分

１時間３６分／
２時間０４分

区民１人あたりの文化的生活時間
（平日／休日）（時間）

１７減少７．１％増２５９，１０５２４２，０４０区民１人あたりの行政コスト（円）

区
政
経
営

１７８０．０５．７％減７１．５７５．８区民の区政満足度（％）

１７９５．００．６％減９２．７９３．３杉並区を住みよいと感じている区民
の割合（％）

１７９０．０４．０％減７８．５８２．５職員のやる気指数（％）

１７減少１５．０％減１１８，４８０１３９，４４３区民１人あたりの区の負債額（円）

（注）１．指標値で（　）書きのものは、出典調査の内容に変更があり、参考数値として掲載。２．指標値で〈　〉書きのも
のは、当該年度の数値ではなく、前の数値で直近のものを掲載。

概
略
を
把
握
す
る
た
め
の
指
標

で
す
。

　

区
政
チ
ェ
ッ
ク
指
標
の
う

ち
、
前
年
度
よ
り
指
標
値
が
好

転
し
て
い
る
項
目
が
一
五
項

目
、
前
年
度
と
比
較
し
後
退
し

て
い
る
項
目
が
七
項
目
と
な
っ

て
い
ま
す
。

外
部
評
価
の
実
施

　

区
は
、
区
政
を
外
部
の
視
点

か
ら
評
価
す
る
た
め
に
「
外
部

評
価
委
員
会
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

外
部
評
価
委
員
会
は
、
大
学

教
授
、
公
認
会
計
士
な
ど
の
専

門
家
五
名
で
構
成
さ
れ
、
区
が

行
っ
た
行
政
評
価
や
財
団
な
ど

の
経
営
評
価
に
つ
い
て
、
客
観

的
に
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
区
議
会
や
区
民
の
皆

さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
事
業
を
見
直
し
ま
す
。

財
団
等
経
営
評
価
の
実
施

　

区
が
出
資
や
支
援
を
し
て
い

る
財
団
な
ど
七
団
体
の
経
営
力

の
強
化
や
透
明
性
を
確
保
す
る

た
め
、　

年
度
か
ら
経
営
評
価

１３

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
よ
り
一
層
効
率
的

で
効
果
的
な
団
体
運
営
が
で
き

る
よ
う
、
団
体
と
協
力
し
改
革

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

報
告
書
は
こ
ち
ら
で 

ご
覧
に
な
れ
ま
す

　
　

年
度
の
行
政
評
価
お
よ
び

１７
財
団
な
ど
の
経
営
評
価
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
区
政
資
料
室
（
区
役

所
西
棟
二
階
）、
企
画
課
（
区
役

所
東
棟
四
階
）
お
よ
び
各
図
書

館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
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�
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行
政
評
価
、
財
団
等
経

営
評
価
の
結
果
に
対
し
て

区
民
の
皆
さ
ん
に
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
今
後
の
行

政
評
価
や
区
政
運
営
に
活

用
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
企
画
課

�
３
３
１
２
‐
９
９
１
２

�k
ik
a
k
u
-k
@
c
ity
.s

u
g
in
a
m
i.lg
.jp

へ
。

行
政
評
価
を
実
施
し
ま
し
た

区
政
の
成
果
と
達
成
度

区
政
の
成
果
と
達
成
度

〈行政評価の流れ〉

事業の実施
・計画策定
・予算配当

　評価結果の公表　
・行政評価結果の公表
・区政チェックリスト

事
業
の
見
直
し

【区役所】

【区民・区議会・外
部評価委員会】

区議会への
報告

外部評価委員に
よる専門的評価

　行政評価の実施　
22の政策
72の施策
862の事務事業
に対する内部評価

ご
意
見
を

　
　

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　区民アンケートの実施　
区民アンケート・区民調
査など

　外部評価の実施　

区民の皆さん
からのご意見
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【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

大
田
黒
公
園
の
紅
葉
を

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す

　
 

開
園
延
長
期
間
＝　

月
１

１２

日
�
〜　

日
�
▽
ラ
イ
ト
ア
ッ

１１

プ
時
間
＝
日
没
〜
午
後
８
時

（
開
園
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午

後
８
時
） 

大
田
黒
公
園
（
荻

窪
３
―　

―　

） 

当
日
、
直

３３

１２

接
会
場
へ 

公
園
緑
地
課
公
園

事
業
係 

車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

◇
点
茶
会

　
 
　

月
３
日
�
・　

日
�
午

１２

１１

後
５
時
〜
７
時　

分
（
一
回
三

３０

〇
分
程
度
・
計
五
回
） 

茶
室

 

地
元
茶
道
家
に
よ
る
茶
会 

各
回
一
〇
名
程
度 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ
（
受
付
は
午

後
４
時
〜
６
時
、
各
回
一
時
間

前
か
ら
受
付
開
始
・
先
着
順
）

 

公
園
緑
地
課
公
園
事
業
係

◇
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
紅
葉
撮
影

会

　
 
　

月
４
日
�
〜　

日
�
午

１２

１０

後
３
時
〜
７
時 

記
念
館 

Ｉ

Ｔ
ス
ク
エ
ア
杉
並 

デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
持
参
の
方 

無
料 

当

時

場

申

問
他

時

場

内

定

費

申

問
時

場

師

対費

申

日
、
直
接
会
場
へ 

Ｉ
Ｔ
ス
ク

エ
ア
杉
並
・
山
中
�
０
９
０
‐

４
７
２
２
‐
２
５
７
４　

冬
季
杉
並
・
風
連 

子
ど
も
交
流
会

　

区
の
友
好
都
市
、
北
海
道
風

連
町
で
、
中
学
生
同
士
の
交
流

会
を
行
い
ま
す
。

　
 
　

月　

日
�
〜　

日
� 

１２

２６

２９

風
連
町
内
、
大
雪
青
年
の
家 

ス
キ
ー
ま
た
は
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
、
町
内
め
ぐ
り
な
ど 

区
内

在
住
の
中
学
生
で
、　

月　

日

１２

１１

�
午
前
中
に
行
う
親
子
説
明
会

に
本
人
が
必
ず
出
席
で
き
る
方

 

二
五
名
（
抽
選
） 

二
万
五

〇
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記

入
例
参
照
）に
、学
校
名
・
学
年
・

性
別
・
保
護
者
名
も
書
い
て
、

　

月
２
日
（
必
着
）
ま
で
に
児

１２童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
事
業
係

（
〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪
１
―

１６７

　

―
３
）
へ 

同
係
�
３
３
９

５６３
‐
４
７
６
０

す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル

く
ら
ぶ
―
き
れ
い
に
カ
エ

ル
隊
♪

　

毎
月
一
回
の
路
上
清
掃
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
 
　

月
３
日
�
午
前
９
時
〜

１２

　

時
（
雨
天
実
施
） 

阿
佐
谷

１０地
区
＝
集
合
場
所
＝
区
役
所
青

梅
街
道
側
玄
関
前
、
清
掃
場
所

＝
中
杉
通
り
、
青
梅
街
道
沿
い

▽
高
円
寺
地
区
＝
集
合
場
所
＝

問

時

場内

対

定

費

申
問

時

場

高
円
寺
障
害
者
交
流
館
前
（
高

円
寺
南
２
―　

―　

）、清
掃
場

２４

１８

所
＝
高
円
寺
南
四
丁
目
信
号
〜

青
梅
街
道
ま
で 

・ 

電
話
で
、

環
境
課
内
す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ

ル
く
ら
ぶ
事
務
局
へ 

�
軍
手

を
お
持
ち
の
方
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
�
身
軽
な
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
�
当
日
、
荷
物
置

き
場
は
あ
り
ま
せ
ん

�
す
ぎ
な
み
ケ
ア
ワ
ー
ク
フ

ェ
ア 

杉
並
区
福
祉
介
護
職
種

就
職
面
接
会

　

福
祉
介
護
関
係
の
仕
事
に
就

き
た
い
方
と
人
材
を
求
め
る
事

業
所
や
施
設
の
人
事
担
当
者
が

直
接
面
接
で
き
る
場
を
設
け
、

就
職
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　
 
　

月
１
日
�
午
後
１
時　

１２

３０

分
〜
４
時
（
１
時
開
場
） 

産

業
商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３
―

２
―　

） 

募
集
職
種
＝
ケ
ア

１９

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
、
施
設
介
護
な
ど
の
介
護

職
・
看
護
職
な
ど
▽
参
加
事
業

所
＝
区
内
の
福
祉
介
護
関
係
事

業
所
と
施
設
（
一
〇
社
程
度
）

 

履
歴
書
を
複
数
枚
持
参
の

上
、
当
日
、
直
接
会
場
へ
（
区

外
在
住
者
も
参
加
可
） 

産
業

振
興
課
産
業
・
就
労
支
援
担
当

ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
宿
�

５
３
２
５
‐
９
５
９
３
� 

参

加
す
る
具
体
的
な
事
業
所
・
施

設
や
職
種
な
ど
は
区
ホ
ー
ム
ペ

申

問
他

時

場

内

申

問
他

ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

写
真
展
示
に
よ
る
犬
・
猫

の
新
し
い
飼
い
主
探
し

　
 
　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１２

１０

１０

午
後
３
時
（
区
後
援
） 

西
友

荻
窪
店
タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
二
階
テ

ラ
ス
（
上
荻
１
―
９
―
１
） 

�
新
し
い
飼
い
主
を
探
し
て
い

る
犬
・
猫
の
募
集
。子
犬
・
子
猫
・

成
犬
・
成
猫
�
犬
・
猫
の
欲
し

い
方
募
集
。
猫
は
屋
内
飼
育
を

す
る
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま

す
。
当
日
会
場
で
ご
説
明
し
ま

す
／
生
体
展
示
は
し
ま
せ
ん 

ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
に
�

�
の
区
別
・
犬
猫
の
区
別
も
書

い
て
、　

月
２
日
（
消
印
有
効
）

１２

ま
で
に
�
日
本
愛
玩
動
物
協
会

東
京
都
愛
玩
動
物
飼
養
管
理
士

会
（
〒　

‐
０
０
４
１
善
福
寺

１６７

２
―
１
―　

）
へ
。
折
り
返
し

１１

申
込
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。

�
は
当
日
受
付
も
あ
り
ま
す
。

身
分
を
証
明
す
る
も
の
を
持
参

し
て
直
接
会
場
へ 

同
会
�
０

９
０
‐
９
３
６
２
‐
５
２
４
８

�
３
３
９
９
‐
２
０
５
８

�
こ
す
も
す
生
活
園 

施
設
公
開

　

こ
す
も
す
生
活
園
で
は
、
主

に
身
体
に
障
害
を
持
つ
方
が
自

立
や
社
会
参
加
を
目
指
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
一
緒
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
 
　

月
５
日
�
〜
９
日
�
午

１２

前　

時
〜　

時　

分
、
午
後
１

１０

１１

３０

時　

分
〜
２
時　

分 

こ
す
も

３０

３０

す
生
活
園
（
堀
ノ
内
１
―　

―
２７

９
） 

活
動
の
紹
介
と
作
品
展

示 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

同

園
�
３
３
１
７
‐
９
３
１
２ 

車
で
の
来
園
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
時

場

内申

問

時

場

内
申

問
他

�
ロ
ボ
ッ
ト
杉
並　
 ２１

ロ
ボ
ッ
ト
・
コ
ン
テ
ス
ト

　

レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
で
自
律
型
ロ

ボ
ッ
ト
を
組
み
立
て
て
、
規
定

競
技
・
自
由
演
技
に
分
け
て
競

い
ま
す
。

　
 
　

年
３
月　

日
�
午
前
９

１８

１９

時
〜
午
後
５
時 

科
学
館 

規

定
競
技
＝
障
害
物
な
ど
の
あ
る

コ
ー
ス
で
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す

▽
自
由
演
技
＝
自
由
な
発
想
と

工
夫
で
演
技
を
競
い
ま
す
▽
そ

の
他
＝
�
使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン

は
、
各
自
・
グ
ル
ー
プ
で
用
意

し
て
く
だ
さ
い
�
ロ
ボ
ッ
ト
・

キ
ッ
ト
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
ソ
フ
ト

を
含
む
）
は
貸
与
し
ま
す
�
両

方
の
種
目
に
参
加
で
き
ま
す

が
、
そ
の
場
合
で
も
貸
与
キ
ッ

ト
は
一
チ
ー
ム
一
台
で
す 

区

内
在
住
・
在
学
の
小
・
中
学
生

 

二
〇
組
（
一
人
で
も
可
・
抽

選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
に
、

行
事
名
・
希
望
種
目
・
参
加
者

全
員
の
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）・
電
話
番
号
・
学
校
名
・
学

年
も
書
い
て
、　

月　

日
（
必

１２

１５

着
）
ま
で
に
科
学
館
（
〒　

‐
１６７

０
０
３
３
清
水
３
―
３
―　

）
１３

へ 

科
学
館
�
３
３
９
６
‐
４

３
９
１ 
　

年
３
月　

日
�
に

１８

２１

サ
ッ
カ
ー
ロ
ボ
の
体
験
講
習
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

１
月
ご
ろ
「
広
報
す
ぎ
な
み
」

な
ど
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で

す
時

場

内対

定

費

申

問

他

� ������������������������������������������������
◇
早
春
花
形
演
芸
会　
 
甦 
る
昭

よ
み
が
え

和
の
名
人
「
あ
の
日
あ
の
こ

ろ
・
志
ん
生
慕
情
」

　

五
代
目
・
古
今
亭
志
ん
生
の

名
人
芸
を
受
け
継
い
だ
四
人
の

門
弟
た
ち
の
落
語
と
、
公
私
と

も
に
親
交
の
深
か
っ
た
小
山
觀

翁
さ
ん
の
思
い
出
話
な
ど
を
交

え
、
皆
さ
ん
を
「
志
ん
生
」
の

世
界
へ
と
ご
案
内
し
ま
す
。

　
 
　

年
２
月　

日
�
午
後
２

１８

１９

時
開
演
（
１
時　

分
開
場
） 

３０

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　
２２

―　

） 

出
演
＝
古
今
亭
圓
菊
・

３２
金
原
亭
伯
楽
・
古
今
亭
志
ん
駒
・

古
今
亭
志
ん
五
（
落
語
）、
小
山

觀
翁
（
随
談
）、
金
近
こ
う
社
中

（
お 
囃  
子 
）
ほ
か 

前
売
二
五

は
や 

し

〇
〇
円
、当
日
三
〇
〇
〇
円（
全

席
指
定
、
会
員
割
引
有
、
ジ
ョ

イ
フ
ル
利
用
可
）

◇
シ
ア
タ
ー
ト
ー
ク
「
栗
原
小

巻
が
語
る
〜
芝
居
の 
面  
白 

お
も 
し
ろ

さ
・
人
生
の
楽
し
さ
」

　

前
半
は
栗
原
さ
ん
の
歌
や
朗

読
を
交
え
た
ト
ー
ク
、
後
半
は

石
澤
秀
二
さ
ん
と
の
対
談
で

す
。

　
 
　

年
２
月　

日
�
午
後
２

１８

１８

時
〜
（
１
時　

分
開
場
） 

浜

３０

田
山
会
館
（
浜
田
山
１
―　

―
３６

３
） 

出
演
＝
女
優
・
栗
原
小

巻
、
演
出
家
・
石
澤
秀
二 

二

〇
〇
〇
円
（
全
席
自
由
、
会
員

割
引
有
）

◇
フ
ラ
メ
ン
コ
公
演
「
ア
ン
ダ

ル
シ
ア
〜
情
熱
の
瞬
間
」

　
 
　

年
２
月　

日
�
午
後
６

１８

２７

時

場

内

費

時

場

内

費

時

時　

分
開
演
（
６
時
開
場
） 

３０
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　
２２

―　

） 

出
演
＝
ミ
ゲ
ル
・
ア

３２
ン
ヘ
ル（
ダ
ン
サ
ー
）、フ
ァ
ン
・

ソ
ト
（
ギ
タ
ー
）、
モ
ミ
・
デ
・

カ
デ
ィ
ス
（
ボ
ー
カ
ル
）
ほ
か

▽
曲
目
＝
「
ア
レ
グ
リ
ア
ス
」、

「
フ
ァ
ル
ー
カ
」、「
フ
ァ
ン
タ

ン
ゴ
ス
」
ほ
か 

区
民
四
〇
〇

〇
円
、
一
般
四
五
〇
〇
円
（
全

席
指
定
） 

ハ
ン
プ
ト
ン
ジ
ャ

パ
ン
�
�
０
２
７
‐
３
８
５
‐

４
９
４
４

☆

�
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売

　

販
売
開
始
＝　

月　

日
�
午

１１

２５

後
１
時
〜
▽
販
売
窓
口
＝
文

化
・
交
流
協
会
文
化
係
（
上
荻

３
―　

―
５
杉
並
会
館
内
※
発

２９

売
初
日
は
電
話
予
約
の
み
）、区

役
所
一
階
コ
ミ
ュ
か
る
シ
ョ
ッ

プ
、
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
営

業
時
間
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）
▼
早
春
花
形
演
芸
会
の

み
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
�
０
５
７

０
‐
０
２
‐
９
９
９
９ 

文
化
・

交
流
協
会
文
化
係
�
５
３
１
１

‐
７
０
３
５

◇
杉
並
演
劇
祭

　

作
品
と
出
演
者
の
募
集

　

劇
団
テ
ア
ト
ル
・
エ
コ
ー
の

演
出
家
・
保
科
耕
一
さ
ん
の
構

成
・
演
出
で
上
演
す
る
朗
読
劇

「
家
族
の
肖
像
３
」
な
ど
の
作

品
と
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

�
創
作
朗
読
劇
作
品

　
 

家
族
に
つ
い
て
思
う
こ
と

や
家
族
に
伝
え
た
い
こ
と
な
ど

「
家
族
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
エ

ッ
セ
イ
（
一
二
〇
〇
字
程
度
）。

作
品
は
選
考
の
う
え
、
保
科
さ

ん
が
朗
読
劇
に
構
成
し
、
来
年

３
月
開
催
の
演
劇
祭
で
上
演
し

ま
す 

エ
ッ
セ
イ
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
書
い 場

内

費

問

問

内
申

文文文文文文文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化化化化化化化
・・・・・・・・・・・・・・・・
交交交交交交交交交交交交交交交交
流流流流流流流流流流流流流流流流
協協協協協協協協協協協協協協協協
会会会会会会会会会会会会会会会会

文
化
・
交
流
協
会

て
、
１
月　

日
（
消
印
有
効
）

１０

ま
で
に
文
化
・
交
流
協
会
文
化

係
（
〒　

‐
０
０
４
３
上
荻
３

１６７

―　

―
５
杉
並
会
館
内
）
へ 

２９
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

�
朗
読
劇
の
出
演
者

　
 

練
習
＝
区
施
設
で
１
月　
２０

日
か
ら
三
〇
回
（
予
定
・
全
回

出
席
で
き
な
く
て
も
可
）
▽
舞

台
発
表
＝
３
月　

日
�
・　

日

１１

１２

�
（
勤
労
福
祉
会
館
） 

演
出

家
・
保
科
耕
一 

区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方 

二
〇
名（
抽

選
） 

三
万
円
（
指
導
料
と
公

演
参
加
費
） 

ハ
ガ
キ
（
記
入

例
参
照
）
で
、
１
月　

日
（
消

１０

印
有
効
）
ま
で
に
文
化
・
交
流

協
会
文
化
係
（
〒　

‐
０
０
４

１６７

３
杉
並
区
上
荻
３
―　

―
５
杉

２９

並
会
館
内
）
へ☆

　
 

保
科
�
５
９
３
０
‐
８
３

６
４

◇
リ
ボ
ン
館
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
２
０
０
５
「
シ
ョ
パ

ン
が
愛
し
た
プ
レ
イ
エ
ル

（
１
９
０
７
年
製
）
に
よ
る

ピ
ア
ノ
・
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
開

１２

１０

演
（
１
時　

分
開
場
） 

細
田

３０

工
務
店
（
阿
佐
谷
南
３
―　

―
３５

　

） 

出
演
＝
須
�
由
紀
子（
ソ

２１プ
ラ
ノ
）、土
屋
光
彦（
ピ
ア
ノ
）

※
演
奏
会
後
は
奏
者
を
交
え
て

ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま

す 

一
八
〇
名 

二
〇
〇
〇
円

（
全
席
自
由
、
ワ
イ
ン
・
お
菓

子
付
） 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル（
記
入
例
参
照
）

で
、
細
田
工
務
店
リ
ボ
ン
館
�

５
３
９
７
‐
７
７
０
０
�
５
３

９
７
‐
７
７
７
２
�rib

b
o
n

@
h
o
s
o
d
a
.c
o
.jp

へ
（
先
着

順
） 

リ
ボ
ン
館
・
加
藤
ま
た

は
青
木
（
午
前
９
時
〜
午
後
６

時
／
土
・
日
曜
日
休
館
）

他

内

師

対
定

費

申

問時

場

内
定

費

申
問

�
�

�
�
�
�
�

▲大田黒公園のライトアップ

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢も記入

〈郵便ハガキ〉

�行事名

�住所

�氏名（フリガナ）

�年齢

�電話番号

（原則１人１枚）

入

例

記

▲栗原　小巻

▲ロボット作品
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�
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
タ
ウ
ン
久
我
山

ピ
カ
ピ
カ
祭
り

　
 

・ 

�　

月
４
日
�
午
後

１２

４
時
〜
＝
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

点
灯
式
（
大
道
芸
、
コ
ー
ラ
ス

な
ど
）・
風
力
と
太
陽
光
発
電
の

紹
介
（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電

で
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
一
部
を

演
出
）
�　

年
１
月　

日
�
午

１８

１５

前　

時
〜
＝
ピ
カ
ピ
カ
感
謝
デ

１０
ー
（
き
り
た
ん
ぽ
鍋
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、創
作
教
室
な
ど
）

�
ま
ち
の
ス
ケ
ッ
チ
＆
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集
（　

月
１２

　

日
締
切
）
／
（
区
後
援
） 

２５京
王
井
の
頭
線
久
我
山
駅
周
辺

 

�
�
は
当
日
、直
接
会
場
へ
。

�
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

 

久
我
山
連
合
商
店
会
・
山
本

�
３
３
３
４
‐
８
０
８
８

�
杉
並
洋
舞
連
盟
公
演 

創
作
舞
踊
＆
バ
レ
エ

　
 
　

月　

日
�
�
昼
の
部
＝

１２

１８

午
後
１
時
〜
�
夜
の
部
＝
午
後

４
時
〜
（
区
共
催
） 

セ
シ
オ

ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

演
目
＝
「
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｎ
」、「
フ

リ
ー
タ
イ
ム
」、「
く
る
み
割
り

人
形
」
第
二
幕
よ
り 

各
回
五

〇
名
（
抽
選
） 

往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
記
入
例
参
照
）
に
希
望

の
部
も
書
い
て
、　

月　

日（
消

１１

３０

印
有
効
）
ま
で
に
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
１
１
梅

１６６

里
１
―　

―　

）
へ 

杉
並
洋

２２

３２

舞
連
盟
・
小
波
�
３
３
３
７
‐

４
０
７
５
ま
た
は
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２

１弦
楽
合
奏
と
ソ
プ
ラ
ノ

　
 
　

月
７
日
�
午
後
１
時　

１２

３０

分
〜
４
時
（
１
時
開
場
） 

杉

の
樹
ホ
ー
ル
（
高
井
戸
東
３
―

時

内

場

申問
時

場

内

定

申

問

時

場

７
―
５
高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
内
） 

出
演
＝
北
の
杜
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
・
鈴
木
章
子
▽
曲

目
＝
弦
楽
合
奏
＝
バ
ッ
ハ
「
ブ

ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
協
奏
曲
第
３

番
第
１
楽
章
」、
エ
ル
ガ
ー
「
セ

レ
ナ
ー
デ
」
ほ
か
、
ソ
プ
ラ
ノ

＝
『
蝶
々
夫
人
』
か
ら
「
あ
る

晴
れ
た
日
に
」
ほ
か 

一
〇
〇

名
（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

杉
の
樹
大
学
Ｏ

Ｂ
連
合
会
・
中
島
�
３
３
３
１
‐

１
８
４
９

�
荒
馬
座
公
演 

み
ん
な
で
わ
っ
し
ょ
い

ふ
る
さ
と
の
四
季

　

和
太
鼓
・
民
舞
・
伝
承
遊
び

な
ど
の
民
俗
芸
能
の
公
演
で

す
。（
区
後
援
）

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時

１２

１７

〜
、
６
時
〜 

勤
労
福
祉
会
館

（
桃
井
４
―
３
―
２
） 

各
回

三
六
六
名 

前
売
一
般
二
八
〇

〇
円
、
３
歳
〜
高
校
生
・
障
害

者
・　

歳
以
上
一
八
〇
〇
円（
当

６５
日
券
は
三
〇
〇
円
増
） 

・ 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、

荒
馬
座
を 
観 
る
会
事
務
局
・
田

み

浦
�
３
３
９
４
‐
１
３
４
７
ま

た
は
荒
馬
座
�
３
９
６
２
‐
５

９
４
２
�
３
９
６
２
‐
５
０
２

１
�a

ra
u
m
a
@
a
ra
u
m
a
z

a
.c
o
.jp

へ 
 

h
ttp
://w

w
w
.a
ra
u
m
a
z
a
.c
o
.jp

�
杉
並
親
子
劇
場 

韓
国
舞
踊
・
民
話
劇
「
牛

に
な
っ
た
サ
ン
ヒ
ョ
ン
」

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時　

１２

１８

３０

分
〜
３
時　

分
（
２
時
開
場
・

５０

区
後
援
） 

勤
労
福
祉
会
館（
桃

井
４
―
３
―
２
） 

出
演
＝
Ｊ

Ｐ
ス
タ
ジ
オ
（
朴
貞
子
、
韓
国

舞
踊
団
） 

前
売
二
五
〇
〇
円

内

定

費

申

問

時

場

定

費

申

問

他
HP

時

場

内

費

（
当
日
二
七
〇
〇
円
／
４
歳
以

上
） 

・ 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
３
面
記
入

例
参
照
）
で
、　

月　

日
ま
で

１２

１７

に
杉
並
親
子
劇
場
・
渡
辺
�
・

�
３
３
３
１
‐
４
３
８
１
�s

u

g
in
a
m
io
y
a
k
o
@
h
o
tm
a
i

l.c
o
m

へ

歌
と
ゲ
ー
ム
と
マ
ス
コ

ッ
ト
作
り
の
集
い

　
 
　

月
４
日
�
午
後
１
時
〜

１２

３
時
（
区
共
催
） 

西
田
小
学

校
体
育
館（
荻
窪
１
―　

―　

）

３８

１５

 

小
学
生 

一
〇
〇
名 

無
料

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
第　

団
・
国
定
�

１３９

３
３
９
９
‐
６
７
６
４ 

上
履

き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

ひ
と
り
親
家
庭
の 

ク
リ
ス
マ
ス
会

　
 
　

月　

日
�
午
後
１
時
〜

１２

１８

３
時　

分
（
区
後
援
） 

阿
佐

３０

谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐

谷
南
１
―　

―　

） 

手
品
、

４７

１７

サ
ン
タ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
ア
ー

ト
バ
ル
ー
ン
な
ど 

区
内
在
住

の
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も

（
小
学
生
以
下
）
と
そ
の
保
護

者 

七
〇
名
（
抽
選
） 

無
料

 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例

参
照
）
に
子
ど
も
の
名
前
・
年

齢
も
書
い
て
、　

月
３
日
（
必

１２

着
）
ま
で
に
杉
並
区
母
子
寡
婦

福
祉
団
体
連
合
会
会
長
・
鳥
海

悦
（
〒　

‐
０
０
３
４
桃
井
１

１６７

―　

―
２
）
へ 

同
会
・
鳥
海

２５
�
３
３
９
０
‐
０
５
８
６

�
青
空
の
会 

楽
し
く
歩
き
ま
専
科

　
 
　

月
１
日
�
午
前　

時
〜

１２

１０

正
午
（
雨
天
中
止
） 

行
程
＝

Ｊ
Ｒ
阿
佐
ケ
谷
駅
北
口
広
場

（
集
合
）
↓
神
明
宮
↓
阿
佐
山

申

問

時

場

対

定

費

申

問他

時

場
内

対

定

費

申

問

時

場

世
尊
院
↓
天
沼
八
幡
宮
↓
妙
正

寺
↓
妙
正
寺
公
園
（
解
散
） 

五
�
以
上
歩
け
る
方 

無
料 

当
日
、
直
接
集
合
場
所
へ 

上

井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９

４
‐
１
２
１
２ 

交
通
事
故
や

ケ
ガ
な
ど
に
は
、
各
自
自
己
責

任
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

�
み
ど
り
の
講
座 

初
め
て
の
草
木
染
め 

―
落
ち
葉
を
利
用
し
よ
う

　
 
　

月　

日
�
午
後
１
時
〜

１２

１０

３
時　

分 

科
学
館
（
清
水
３

３０

―
３
―　

） 

み
ど
り
の
ボ
ラ

１３

ン
テ
ィ
ア
杉
並
・
横
山
ひ
ろ
こ

 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

草
木
染
め
初
心
者 

一
八
名

（
抽
選
） 

五
〇
〇
円
（
予
定
）

 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例

参
照
）
で
、　

月
１
日
（
必
着
）

１２

ま
で
に
公
園
緑
地
課
み
ど
り
の

計
画
係
へ 

同
係

�
区
民
企
画
講
座
・
井
草
わ

い
が
や 

人
間
関
係
が
楽
に
な
る

江
戸
の
知
恵
―
融
合
の
し

ぐ
さ

　

江
戸
の
町
人
た
ち
が
楽
し
く

調
和
し
て
生
き
る
た
め
に
築
き

あ
げ
た
「
江
戸
し
ぐ
さ
」
を
学

び
、
元
気
な
生
き
方
の
ヒ
ン
ト

を
探
り
ま
し
ょ
う
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
１
時　

１２

１０

３０

分
〜
４
時（
内
一
時
間
懇
親
会
）

 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・
第
一
・

二
教
室
（
荻
窪
５
―　

―　

）

１５

１３

 

江
戸
し
ぐ
さ
語
り
べ
の
会
主

宰
・
越
川
禮
子 

区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
で
高
校
生
以
上
の

方 

三
〇
名
（
抽
選
） 

一
五

〇
円 

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
ま 対

費

申
問

他

時

場
師

対

定

費

申

問

時
場師

対

定

費

申

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
３
面
記
入
例

参
照
）
で
、　

月　

日
（
必
着
）

１１

３０

ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―

１６６

　

―　

�
３
３
１
７
‐
６
６
２

２２

３２

０
�s

h
a
k
y
o
-c
@
s
u
g
in
a

m
i.lg
.jp

）
へ 

同
セ
ン
タ
ー

�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館

◇
リ
サ
イ
ク
ル
講
習
会
「
あ
っ

た
ら
い
い
な
こ
ん
な
も
の
―

古
く
な
っ
た
セ
ー
タ
ー
か
ら

帽
子
と
レ
ッ
グ
ウ
ォ
ー
マ
ー

を
作
ろ
う
」

　
 
　

月
８
日
�
午
後
１
時
〜

１２

３
時　

分 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻

３０

窪
・
第
一
・
二
教
室 

区
内
在

住
・
在
勤
の
方 

二
〇
名
（
抽

選
） 

八
〇
円
（
材
料
費
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参

照
）
で
、　

月
１
日
（
必
着
）

１２

ま
で
に
す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館

へ◇
省
エ
ネ
と
住
ま
い
�
―
住
ま

い
と
結
露

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
〜

１２

１０

４
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・

環
境
学
習
室 

東
洋
大
学
建
築

学
科
教
授
・
土
屋
喬
雄 

区
内

在
住
・
在
勤
の
方 

三
〇
名 

無
料 

電
話
で
、
す
ぎ
な
み
環

境
情
報
館
へ
（
先
着
順
）

☆

　
 

同
館
（
〒　

‐
０
０
５
１

１６７

荻
窪
５
―　

―　

あ
ん
さ
ん
ぶ

１５

１３

る
荻
窪
内
�
３
３
９
８
‐
３
１

９
１
）

�
郷
土
史
講
座 

食
文
化
史
と
欧
米
で
注

目
さ
れ
て
い
る
日
本
食

　
 
　

月
３
日
�
午
後
１
時　

１２

３０

分
〜
４
時
（
区
後
援
） 

セ
シ

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

元
杏
林
大
学
教
授
・
芦
原
義

問

時

場

対

定

費

申

時
場

師

対

定

費

申
問時

場

師

守 

七
〇
名
（
先
着
順
） 

五

〇
〇
円
（
杉
並
郷
土
史
会
会
員

三
〇
〇
円
） 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

杉
並
郷
土
史
会
・
原
田

弘
�
３
３
１
２
‐
６
６
２
３

�
育
児
講
座 

親
子
で
楽
し
も
う
木
の

お
も
ち
ゃ

　
 
　

月
３
日
�
午
前　

時
〜

１２

１０

正
午 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
阿
佐
谷
南
（
阿
佐
谷
南
３

―　

―　

阿
佐
谷
南
保
育
園

１２

１２

内
） 

オ
モ
チ
ャ
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
・
笠
井
廣 

０
歳
〜
就
学
前

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者 

二

五
組 

無
料 

・ 

電
話
で
、

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
阿

佐
谷
南
�
３
３
９
８
‐
４
５
１

８
へ
（
先
着
順
） 

車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

�
省
エ
ネ
家
づ
く
り
講
座 

建
築
の
本
質
を
問
う
―
い

い
家
は 
無  
垢 
の
木
と 
漆  
喰 
で

む 

く 

し
っ 
く
い

建
て
る

　
 
　

月
３
日
�
午
後
２
時
〜

１２

４
時
（
区
後
援
） 

神
�
建
設

本
社
兼
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
（
今
川

３
―　

―
５
） 

神
�
建
設
�

２０

社
長
・
神
�
隆
洋 

区
内
在
住

の
方
と
近
隣
区
在
住
の
方 

三

〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、

神
�
建
設
�
�
３
３
９
７
‐
１

１
５
０
へ
（
先
着
順
）

障
が
い
児
寄
り
添
い
サ
ポ

ー
タ
ー
・
介
助
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成
講
座
―
学
内
編

　
 

・ 

�　

月　

日
�
＝
公

１１

２８

開
講
座
「
障
害
の
い
ろ
い
ろ
〜

発
達
障
害
と
は
？
」
�　

月
５

１２

日
�
＝
公
開
講
座
「
サ
ポ
ー
ト

の
心
構
え
、
声
が
け
の
仕
方
」

�　

月
６
日
�
〜　

年
１
月　

１２

１８

１５

日
�
＝
数
回
の
実
践
�
１
月　
１６

定

費

申

問
時

場師

対

定

費

申

問他

時

場
師

対

定

費

申

問

時

内

日
�
＝
情
報
交
換
／
い
ず
れ
も

午
前　

時
〜
正
午
。
�
�
の
み

１０

の
受
講
も
可 

職
員
能
力
開
発

セ
ン
タ
ー
（
成
田
東
４
―　

―
３６

　

）、
�
の
み
区
内
の
学
校 

発

１３達
臨
床
を
考
え
る
会
・
西
村
和

代 
　

歳
以
上
で
障
害
児
と
の

１８

活
動
に
興
味
の
あ
る
方 

�
�

は
各
六
〇
名
、
連
続
受
講
は
三

〇
名 

無
料 

・ 

電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
（
３
面
記
入
例
参

照
）
に
参
加
希
望
回
（
�
�
ま

た
は
連
続
の
い
ず
れ
か
）
も
書

い
て
、
杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
�

５
３
０
６
‐
３
９
３
９
�
５
３

０
６
‐
６
５
９
７
へ
（
先
着
順
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
労
務
管
理

講
座

　
 
　

月　

日
�
午
後
６
時　

１１

３０

３０

分
〜
８
時　

分 

あ
ん
さ
ん
ぶ

３０

る
荻
窪
・
環
境
学
習
室
（
荻
窪

５
―　

―　

） 

や
ま
だ
経
営

１５

１３

労
務
管
理
事
務
所
・
山
田
芳
子

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
を
目
指
し
て
い
る
団
体 

一
五
名 

一
〇
〇
〇
円 

・ 

場

師

対

定

費

申

問

時

場師

対

定

費

申

問

電
話
で
、
杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

�
５
３
０
６
‐
３
９
３
９
へ（
先

着
順
）

子
ど
も
の
本
の
つ
ど
い

　

い
お
ぎ

in
　
 
　

月
３
日
�
午
前　

時
〜

１２

１０

正
午
（
区
後
援
） 

井
荻
小
学

校
特
活
室
（
善
福
寺
１
―　

―
１０

　

） 

児
童
文
学
者
・
西
本
鶏

１９介 

子
ど
も
に
か
か
わ
る
大

人
、
保
護
者
な
ど
（
子
ど
も
同

伴
可
） 

約
一
〇
〇
名 

無
料

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

井
荻

小
学
校
�
３
３
９
０
‐
３
１
４

１ロ
ー
ラ
・
イ
ン
ガ
ル
ス

の
物
語
を
訪
ね
て

　
 
　

月
３
日
�
午
後
２
時
〜

１２

４
時 

方
南
図
書
館
（
方
南
１

―　

―
２
） 

児
童
文
学
者
・

５１
谷
口
由
美
子 

中
学
生
以
上
の

方 

三
〇
名
（
先
着
順
） 

無

料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

中

央
図
書
館
児
童
サ
ー
ビ
ス
担
当

�
３
３
９
１
‐
５
７
５
４

時

場

師
対

定

費

申

問

時
場

師対

定

費

申

問

〈リサイクルひろば高井戸・１２月の講習会〉
応募方法定員費用日　　時講習会名

当日、直
接会場へ１０名―２日�午前１０時

３０分～正午

廃油（てんぷら油）
からの石けん作り体
験コーナー

電話で、
先着順

各回
６名

５枚
１００円

３日��午後１
時～２時�２時
３０分～３時３０分

牛乳パックからの手
すきハガキ作り体験
コーナー

各日
１０名６００円

５日�・１９日�
午後１時３０分～
３時３０分

和服のリフォーム

各回
１０名―

１０日��午後１
時～２時�２時
３０分～３時３０分

包丁とぎを習おう

１０名部品代
は実費

１８日�午後１時
～４時（受付は
３時まで）

おもちゃのクリニッ
ク（１人１点まで）

※申し込み・問い合わせは、リサイクルひろば高井戸（高井戸東３‐
７‐４�３３３１‐４３６０／水・木曜日休館）へ。募集人数に満たない場
合は中止する場合があります。生ごみたい肥相談は電話で随時受け
付けています（回答には数日かかる場合もあります）。



�������●５ 平成１７（２００５）年��月��日（月曜日）

「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報

�区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇パドルテニス（男女混合団体戦）
　 １８年１月２９日�午前９時～午後７時 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２） 区
内在住・在勤・在学の方 ８０名 ２０円（保険料） 往復ハガキ（３面記入例参
照）で、１月１０日（必着）までに区パドルテニス協会・柵山龍男（〒１６８‐００６３
和泉２‐９‐４）へ（先着順） 同協会・柵山�５９３２‐５７７４（午前１０時～午後６
時） �申し込みは個人単位とし、組み合わせは事前に決定します�ラケットの
ない方には当日会場で貸し出します

�ヨガ　○さ 教室番号０１１２
　 １８年１月１２日～２月１６日の毎週木曜日、午後７時～９時（計６回） 高円寺
体育館 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者 ４０名（抽選） 
１０００円 往復ハガキ（３面記入例参照）に生年月日も書いて、１２月２日（必着）
までに高円寺体育館（〒１６６‐０００３高円寺南２‐３６‐３１）へ 同体育館�３３１２‐
０３１３ �託児（３歳～就学前）あり�車・バイクでの来館はできません
�太極拳　○さ 教室番号００８２
　 １８年１月１３日～３月３日の毎週金曜日、午後７時～９時（計８回） 上井草
スポーツセンター 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者 ４０名
（抽選） １３００円 往復ハガキ（３面記入例参照）に生年月日も書いて、１２月１１
日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）へ

時 場 対
定 費 申

問
他

時 場
対 定 費
申

問
他

時 場
対 定

費 申

 同センター�３３９０‐５７０７ 託児（３歳～就学前）あり
�エアロビクス　○さ 教室番号００５５
　 １８年１月１７日～２月２１日の毎週火曜日、午後７時～９時（計６回） 荻窪体
育館 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者 ６０名（抽選） １０００
円 往復ハガキ（３面記入例参照）に生年月日も書いて、１１月３０日（必着）まで
に荻窪体育館（〒１６７‐００５１荻窪３‐４７‐２）へ 同体育館�３２２０‐３３８１ 託児
（３歳～就学前）あり
�区民スケート教室
　 １２月１１日�、１８年１月１５日�、２月１２日�の午前７時４５分～９時４５分（区共
催） 明治神宮外苑アイススケート場（新宿区霞岳町５） 区内在住・在勤・在
学の方 １回につき中学生以下５００円、高校生以上８００円（別途貸靴代５００円） 
当日、直接会場へ 区スケート連盟・柴田�３３９１‐８５９３（平日は夜間のみ） �

長ズボン、手袋、帽子を持参�安全には十分配慮しますが、万一の事故の場合、
参加者の負担になります
�親子＆新年スキー教室
　 １８年１月４日�午前６時４５分集合（JR阿佐ケ谷駅南口噴水横）～６日�午後
８時ころ（区共催） パルコール嬬恋スキー場（貸切バスで移動） 区内在住・在
勤・在学の方。親子スキー教室は親子（小・中学生）のほか、子どもの友人の同行も可
（子どものみの参加は不可）。新年スキー教室は高校生以上 ８０名（抽選） 中学生
以上１名３万３０００円・小学生２万９０００円 ハガキ、ファクスまたはＥメールに参
加希望者全員の住所、氏名（フリガナ）、年齢、学年、性別、電話番号を書いて、１２月１０
日（必着）までに区スキー連盟・保田耕作（〒１６７‐００５２南荻窪４‐１‐９�３３３１‐１３６９
�yasuda_k@nifty.com）へ 同連盟・保田�３３３１‐１３６９（午後８時～１０時） 抽選
結果は代表者に連絡。当選者には必要書類を送付します

�杉並第十小学校温水プール（和田３‐５５‐４９）休場のお知らせ
　 休場期間＝１２月１日�～１８年１月２０日� 機械設備工事のため 同プール
�３３１８‐８７６３または�杉並区スポーツ振興財団�３３１２‐２１１１（区代表）

問 他

時 場
対 定 費

申
問 他

時
場 対
費 申

問 他

時
場 対

定 費
申

問 他

時 内 問

スポーツ教室　○さ …さざんかねっとで申し込みできます
http://www.yoyaku-sports.city.suginami.tokyo.jp/rasgiusr2

※『さざんかねっと』はインターネットによる予約システムで、自宅のパソコ
ンや各施設に設置されているタッチパネル式パソコンから申し込みできます
（携帯電話は不可）。個人利用者登録（区内在住・在勤・在学の方）が必要で
す。申し込みは、１１月２１日午前８時３０分からハガキ締切日までです。定員を超
えた場合は、初めて申し込んだ方を優先する場合があります。

その他

競技大会

�
自
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー 

い
ざ
災
害
。
あ
な
た
は

ど
う
す
る
？

　

９
月
の
水
害
に
遭
わ
れ
た
肢

体
不
自
由
の
方
の
体
験
談
と
、

地
域
防
災
訓
練
に
参
加
し
た
視

覚
障
害
の
方
の
お
話
を
伺
い
、

災
害
に
備
え
準
備
す
べ
き
こ
と

な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
１
時　

１２

１７

３０

分
〜
３
時　

分
（
１
時
受
付
開

３０

始
） 

杉
並
障
害
者
福
祉
会
館

（
高
井
戸
東
４
―　

―
５
） 

１０

障
害
者
と
そ
の
家
族
、
支
援
者

 

無
料 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
（
３
面
記
入
例
参
照
）
に
障

害
の
状
況
・
付
き
添
い
者
の
有

無
も
書
い
て
、　

月　

日
（
必

１２

１６

着
）
ま
で
に
障
害
者
福
祉
会
館

�
３
３
３
２
‐
６
１
２
１
�
３

３
３
５
‐
３
５
８
１
へ 

同
会

館
支
援
セ
ミ
ナ
ー
担
当 

リ
フ

ト
つ
き
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。
希
望
す
る
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い

シ
ニ
ア
の
た
め
の
初
め

て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
 

・ 
　

月
８
日
�
・
９
日

１２

�
・　

日
�
・　

日
�
�
超
初

１３

１４

心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
文
字
入

力
、簡
単
な
文
章
の
作
成
な
ど
）

＝
午
前
９
時　

分
〜
午
後
０
時

３０

　

分
�
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
入
門

３０（
デ
ジ
カ
メ
の
操
作
、
パ
ソ
コ

ン
へ
の
取
り
込
み
、
画
像
活
用

の
基
本
な
ど
）
＝
午
後
１
時　
３０

分
〜
４
時　

分
／
い
ず
れ
も
計

３０

四
回 

高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー（
高
井
戸
東
３
―
７
―
５
）

 

Ｉ
Ｔ
ス
ク
エ
ア
杉
並 

区
内

在
住
で　

歳
以
上
の
方 

各
一

５０

五
名 

い
ず
れ
も
五
〇
五
〇
円

（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
） 

往

時
場

対

費

申

問他

時

内
場

師

対定

費

申

復
ハ
ガ
キ（
３
面
記
入
例
参
照
）

に
希
望
す
る
講
座
名
も
書
い

て
、　

月　

日
（
必
着
）
ま
で

１１

３０

に
Ｉ
Ｔ
ス
ク
エ
ア
杉
並（
〒　

‐
１６８

０
０
６
３
和
泉
３
―　

―　

）

１７

１５

へ 

Ｉ
Ｔ
ス
ク
エ
ア
杉
並
�
０

９
０
‐
４
７
２
２
‐
２
５
７
４

四
宮
Ｉ
Ｔ
サ
ロ
ン

　
 

・ 

・ 

下
表
の
と
お
り

 

四
宮
敬
老
会
館
（
上
井
草
２

―　

―
３
） 

区
内
在
住
の
方
。

２８
た
だ
し
、
�
の
水
曜
日
、
�
〜

�
と
�
、
�
は　

歳
以
上
の
方
。

５０

�
と
�
以
外
は
文
字
入
力
の
で

き
る
方 

�
〜
�
は
各
一
〇
名

 

�
は
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

�
〜
�
は
電
話
で
、
開
催
日
の

一
週
間
前
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

さ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
（
先
着

順
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
ら
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
�
５
３
０
３
‐
６
５

４
０
�in

fo
@
s
a
ra
-p
ro
je

c
t.o
r.jp

家
族
介
護
教
室

◇
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
 

�　

月　

日
�
�　

月
２

１１

２８

１２

日
�
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
３

時 

ア
ー
ス
の
森
高
円
寺
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
高
円
寺

北
２
―　

―　

） 

高
齢
者
の

１４

２６

介
護
を
し
て
い
る
方
な
ど 

各

回
三
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、

ア
ー
ス
の
森
高
円
寺
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
�
５
３
２
７
‐

３
７
０
１
へ
（
先
着
順
）

◇
安
心
し
て
入
浴
す
る
た
め
に

　
 
　

月
２
日
�
午
前　

時　

１２

１０

３０

分
〜
正
午 

特
養
ホ
ー
ム
さ
ん

じ
ゅ
久
我
山
（
久
我
山
３
―　
４７

―　

） 

訪
問
入
浴
・
入
浴
補

１６
助
具
に
関
心
が
あ
る
方 

無
料

 

・ 

電
話
で
、
ケ
ア　

久
我

２４

山
�
５
３
４
６
‐
３
３
４
８
へ

問時

内

費

場

対

定

申

問
時場

対

定

費

申

問

時

場
対

費

申

問

も
の
わ
す
れ
予
防
講
座

　
 
　

月
８
日
�
午
前　

時
〜

１２

１０

正
午 

上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー

（
上
井
草
３
―
８
―　

） 

入

１９

間
平
井
ク
リ
ニ
ッ
ク
副
院
長
・

平
井
茂
夫 

区
内
在
住
・
在
勤

で
、
も
の
わ
す
れ
が
気
に
な
る

方 

五
〇
名 

無
料 

・ 

電

話
で
、
上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー

�
３
３
９
４
‐
１
２
１
２
へ（
先

着
順
）

�
健
康
づ
く
り
推
進
員 

高
井
戸
東
地
区
会
事
業 

健
康
寿
命
の 
為 
に
―
知
っ

た
め

て
欲
し
い
医
学
の
正
し
い
知
識

　
 
　

月
３
日
�
午
後
２
時　

１２

３０

分
〜
４
時 

杉
の
樹
ホ
ー
ル

（
高
井
戸
東
３
―
７
―
５
高
齢

者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
内
） 

山
野
美
容
芸
術
短
期
大
学
教

時
場

師

対

定

費

申

問

時

場

師

授
・
中
原
英
臣 

区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方 

一
〇
〇
名

 

無
料 

・ 

電
話
で
、
高
井

戸
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
３
４

‐
４
３
０
４
へ
（
先
着
順
）

脳
卒
中
予
防
教
室
―
生
活

習
慣
や
食
生
活
を
見
直
し

て
、
元
気
な
血
管
で
、
脳
卒

中
を
防
ご
う
！

　
 

・ 

・ 

�　

月　

日
�

１１

２９

午
後
２
時
〜
４
時
＝
脳
卒
中
と

再
発
予
防
の
た
め
の
知
識
と
実

践
力
（
岡
田
ラ
イ
フ
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
・
岡
田
純
一
郎
）
�　
１２

月
２
日
�
午
後
１
時　

分
〜
３

３０

時　

分
＝
脳
卒
中
予
防
の
食
生

３０
活
（
救
世
軍
ブ
ー
ス
記
念
病
院

栄
養
科
長
・
金
子
攻
） 

上
井

草
保
健
セ
ン
タ
ー
（
上
井
草
３

―
８
―　

） 

区
内
在
住
・
在

１９

勤
で
両
日
参
加
で
き
る
方 

三

対
定

費

申

問

時

内

師

場

対

定

〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、

上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３

９
４
‐
１
２
１
２
へ
（
先
着
順
）

「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ

ド
」
―
健
康
的
な
食
生
活
を

応
援
し
た
い
あ
な
た
へ

　

望
ま
し
い
食
事
の
組
み
合
わ

せ
が
ひ
と
目
で
わ
か
る
「
食
事

バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
が
で
き
ま

し
た
（
農
林
水
産
省
・
厚
生
労

働
省
作
成
）。こ
の
活
用
に
つ
い

て
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　
 
　

月
５
日
�
午
後
２
時
〜

１２

４
時 

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐

谷
南
３
―
２
―　

） 

女
子
栄

１９

養
大
学
教
授
・
武
見
ゆ
か
り 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方 

一
六

〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、

杉
並
保
健
所
健
康
推
進
課
�
３

３
９
１
‐
１
０
１
５
へ
（
先
着

順
）

費

申

問

時
場

師

対

定

費

申

問

〈四宮ＩＴサロン　１２月・１８年１月〉
費　　用日　　　　時内　　　　容

１時間３００円
（１時間延長＝
２００円加算）

１２月１４日�、１８年１月１１日�・２５
日�午前１０時～正午／１２月３日
～１８年１月２８日（１２月３１日を除
く）の毎週土曜午後１時～３時

�ＩＴサロン（初心者対象の自習
形式のサロン）

各２０００円

１２月７日�または１８年１月１８日
�午前１０時～正午

カレンダーを作って
みよう

�１日講座
１８年１月２８日�午前１０時～正午スキャナーで写真を

取り込もう

各４０００円

１２月７日�・１４日�
午後１時～３時（計２回）

�さわってみようパソコン（パソ
コンの基本、文字の入力）

１２月２１日�、１８年１月１１日�
午後１時～３時（計２回）

�電子メールを楽しもう（電子メ
ールの基本、写真や手紙を送る）

１８年１月１８日�・２５日�
午後１時～３時（計２回）

�インターネットを楽しもう（イ
ンターネットの基本、趣味やたの
しみを調べる）

１２月１０日�・１７日�
午前１０時～正午（計２回）

ワードの基本、手紙
を作ろう�ワードに

挑戦 １８年１月１４日�・２１日�
午前１０時～正午（計２回）

ワードの基本、旅日
記を作ろう

１２月２１日�・２４日�
午前１０時～正午（計２回）

�エクセルに挑戦（エクセルの基
本、住所録を作ろう）

　２５００円１２月１０日�午後３時３０分～６時�はじめてのデジカメ（デジタル
カメラの選び方・撮影体験）

各６０００円

１２月１７日�・２４日�午後３時３０
分～６時３０分（計２回）

�デジカメを楽しもう（撮影の仕
方と取り込み・整理・保存・印刷）

１８年１月１４日�・２１日�午後３
時３０分～６時３０分（計２回）

�もっと知りたいデジカメ（補正・
加工・メールで送る・アルバム）

８０００円
１１月３０日�、１２月７日�・１４日
�・２１日�

午後４時～６時（計４回）

�ホームページを作ろう（ホーム
ページビルダーを使って作成・公
開・更新）
※�～�のテキスト代は別。WindowsXPパソコンを使用。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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杉
並
区
非
常
勤
職
員

（
事
務
・
保
健
師
）

　

産
休
・
育
休
代
替
な
ど
の
非

常
勤
職
員
（
事
務
・
保
健
師
）

を
募
集
し
ま
す
。

　
 

勤
務
期
間
＝　

年
４
月
１

１８

日
〜　

年
３
月　

日
の
一
年
間

１９

３１

（
五
回
ま
で
更
新
可
能
）
▽
勤

務
時
間
な
ど
＝
原
則
、
月
〜
金

曜
日
の
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時　

分
。
一
日
八
時
間
、
月

１５

一
六
日
勤
務
▽
勤
務
場
所
＝
区

役
所
本
庁
舎
と
区
内
出
先
事
業

所
▽
応
募
資
格
＝　

年
４
月
１

１８

日
現
在　

歳
以
上　

歳
以
下
の

１８

６０

方
で
、
事
務
は
パ
ソ
コ
ン
が
使

え
る
方
、
保
健
師
は
保
健
師
の

資
格
を
お
持
ち
の
方
▽
報
酬
な

ど
＝
月
額
約
一
四
万
五
〇
〇
〇

円
〜
（
年
齢
な
ど
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
）。
有
給
休
暇
あ
り
。

社
会
保
険
加
入
。
交
通
費
支
給

（
上
限
あ
り
） 

合
わ
せ
て
約

二
〇
名 

所
定
の
申
込
書
（
職

員
課
人
事
係
で
配
布
。
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
り
出
せ
ま

す
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
職

１２

２６

員
課
人
事
係
（
区
役
所
東
棟
五

階
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。
詳

し
く
は
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ

さ
い 

同
係

保
健
師
ア
ル
バ
イ
ト

　
 

保
健
セ
ン
タ
ー
健
診
と
相

談
業
務
な
ど
▽
勤
務
日
な
ど
＝

内

定

申
問

内

　

年
１
月
〜
３
月
、
月
〜
金
曜

１８日
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　

分
（
曜
日
は
応
相
談
）、
月
二

１５〇
日
程
度
▽
勤
務
場
所
＝
上
井

草
保
健
セ
ン
タ
ー
（
上
井
草
３

―
８
―　

）
▽
資
格
＝
保
健
師

１９

の
資
格
を
お
持
ち
の
方
▽
日
給

＝
一
万
八
〇
〇
円 

一
名 

・

 

電
話
で
、
上
井
草
保
健
セ
ン

タ
ー
�
３
３
９
４
‐
１
２
１
２

へ
（
面
接
あ
り
）

区
立
小
・
中
学
校
介
助

員
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
）

　
 

区
立
小
・
中
学
校
の
普
通
・

心
障
学
級
で
心
身
に
障
害
の
あ

る
児
童
生
徒
の
学
校
生
活
に
お

け
る
安
全
管
理
と
介
助
▽
勤
務

時
間
＝
児
童
生
徒
登
校
日
の
午

前
８
時　

分
〜
午
後
３
時　

分

３０

１５

の
間
（
実
働
六
時
間
）
▽
時
給

な
ど
＝
一
一
〇
〇
円
（
予
定
）。

有
給
休
暇
、
交
通
費
支
給
（
月

額
一
万
円
限
度
）、社
会
保
険
全

員
加
入 

障
害
児
教
育
に
理
解

の
あ
る　

歳
く
ら
い
ま
で
の
方

４０

 

若
干
名 

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
に
「
小
・
中
介
助
員
」
と

明
記
し
、　

月　

日
（
必
着
）

１２

２８

ま
で
に
学
務
課
特
別
支
援
教
育

担
当
（
区
役
所
東
棟
六
階
）
へ

郵
送
ま
た
は
持
参 

同
担
当

�
南
伊
豆
健
康
学
園 

　

年
度
入
園
児
童

１８
　

健
康
学
園
は
、
身
体
が
虚
弱

な
児
童
が
、
南
伊
豆
の
豊
か
な

自
然
の
中
で
健
康
の
回
復
と
体

力
の
増
進
を
図
り
な
が
ら
学
ぶ

全
寮
制
の
学
園
で
す
。
磯
で
の

学
習
、
山
登
り
、
ホ
タ
ル
や
星

を
見
る
会
な
ど
都
会
で
は
得
ら

れ
な
い
自
然
と
の
か
か
わ
り
を

数
多
く
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
区
内
の
小
学
生
と
同

じ
内
容
の
勉
強
を
、
少
人
数
学

定

申

問
内

対

定

申

問

級
の
特
色
を
生
か
し
た
、
き
め

細
か
な
指
導
で
行
い
ま
す
。
自

ら
学
習
す
る
力
や
、
自
立
性
、

社
会
性
を
育
て
、
学
習
面
で
の

力
も
着
実
に
つ
け
ま
す
。

　
 

入
園
期
間
＝　

年
４
月
〜

１８

　

年
３
月 

月
額
二
万
八
〇
〇

１９〇
円
（
食
費
・
雑
費
） 

区
内

小
学
校
に
在
学
す
る
三
〜
六
年

生
（
現
二
年
〜
五
年
生
）
で
、

肥
満
、
ぜ
ん
息
、
偏
食
、
虚
弱

の
児
童 
　

年
２
月
３
日
ま
で

１８

に
各
学
校
へ

◇
入
園
説
明
会

　
 
　

月
２
日
�
午
後
２
時
〜

１２

 

教
育
委
員
会
室
（
区
役
所
東

棟
六
階
） 

学
園
紹
介
ビ
デ
オ

上
映
と
学
園
職
員
に
よ
る
生

活
・
学
習
の
説
明 

当
日
、
直

接
会
場
へ

☆

　
 

学
務
課
就
学
奨
励
係

家
庭
福
祉
員

　

保
護
者
が
仕
事
な
ど
の
た
め

保
育
で
き
な
い
子
ど
も
を
、
家

庭
で
保
育
し
ま
す
。

　
 

保
護
者
と
直
接
契
約
。
預

か
る
子
ど
も
は
生
後
６
週
間
以

上
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
▽
保
育

時
間
＝
日
曜
・
祝
日
を
除
く
毎

日
、
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時
（
時
間
外
保
育
あ
り
）
▽
資

格
な
ど
＝
次
の
�
〜
�
す
べ
て

を
満
た
す
方
�
心
身
健
康
で
、

現
在
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も

が
い
な
い
�
家
庭
環
境
が
健
全

で
あ
り
、
子
ど
も
の
保
育
に
専

念
で
き
る
�　

年
４
月
１
日
現

１８

在
満　

歳
以
上
満　

歳
未
満
�

２５

６０

九
・
九
㎡
（
六
畳
）
以
上
で
採

光
と
換
気
に
優
れ
た
保
育
専
用

の
部
屋
が
自
宅
に
あ
る
（
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
の
耐
火
構
造
の
建

物
で
、
避
難
設
備
と
避
難
経
路

が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限

内

費

対

申

時
場

内

申

問内

り
、
二
階
以
上
の
部
屋
で
保
育

す
る
場
合
も
可
）
�
保
育
士
・

教
員
・
助
産
師
・
保
健
師
・
看

護
師
の
い
ず
れ
か
の
資
格
が
あ

る
▽
対
象
地
域
＝
自
宅
が
阿
佐

谷
北
、
阿
佐
谷
南
、
天
沼
、
梅

里
、
大
宮
、
上
荻
、
上
高
井
戸
、

高
円
寺
北
、
高
円
寺
南
、
下
高

井
戸
、
松
庵
、
清
水
、
善
福
寺
、

高
井
戸
西
、
高
井
戸
東
、
成
田

東
、
西
荻
北
、
浜
田
山
、
方
南
、

堀
ノ
内
、
本
天
沼
、
松
ノ
木
、

南
荻
窪
、
宮
前
、
桃
井
、
和
田

の
い
ず
れ
か
の
方
▽
保
育
定
員

＝
一
階
で
保
育
す
る
場
合
は
三

人
以
内
、
二
階
で
保
育
す
る
場

合
は
二
人
以
内
▽
報
酬
な
ど
＝

保
護
者
か
ら
の
保
育
料
（
一
人

月
額
二
万
三
〇
〇
〇
円
以
内
）

の
ほ
か
、
区
か
ら
の
補
助
（
０

歳
児
一
人
に
つ
き
月
額
六
万
五

〇
〇
〇
円
、施
設
共
済
費
な
ど
）

が
あ
り
ま
す 

二
名 

資
格
証

明
書
の
写
し
と
、
市
販
の
履
歴

書
に
必
要
事
項
・
志
望
動
機
、

裏
面
に
保
育
専
用
室
の
見
取
り

図
（
広
さ
・
階
数
と
避
難
経
路

も
明
記
）
を
書
い
て
、　

月　
１２

２８

日
（
必
着
）
ま
で
に
保
育
課
指

導
係
（
区
役
所
東
棟
三
階
）
へ

郵
送
ま
た
は
持
参
。
応
募
書
類

は
返
却
し
ま
せ
ん
※
書
類
選
考

の
上
、
面
接
該
当
者
に
は
通
知

し
ま
す 

保
育
課
指
導
係

�
杉
並
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ウ
ォ

ー
ク
２
０
０
６ 

実
行
委
員

　
　

年
５
月
開
催
予
定
の
「
杉

１８
並
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」

の
企
画
・
運
営
を
行
い
ま
す
。

　
 

説
明
会
＝　

月
５
日
�
午

１２

後
７
時
〜 

杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
セ
ン
タ

ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

四

４７

１７

階
） 

三
〇
名
程
度 

・ 

電

定

申

問

時

場

定

申

問

話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
未
来
を
つ
な
ぐ
子

ど
も
資
金
・
神
谷
�
０
９
０
‐

１
８
３
６
‐
９
８
８
２
�
３
３

９
１
‐
０
８
６
３
�k

o
d
o
m

o
s
h
ik
in
@
y
a
h
o
o
.c
o
.jp

へ�
杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会

さ
さ
え
あ
い
サ
ー
ビ
ス
（
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
） 

協
力
会
員
・
利
用
会
員

　

子
育
て
の
手
助
け
が
で
き
る

方
（
協
力
会
員
）
が
地
域
の
中

で
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
欲

し
い
方
（
利
用
会
員
）
の
援
助

を
す
る
会
員
制
の
組
織
で
す
。

◇
協
力
会
員

　
 

保
育
・
学
校
施
設
へ
の
送

迎
と
そ
れ
に
伴
う
子
ど
も
の
預

か
り
、
保
護
者
な
ど
の
急
用
時

の
子
ど
も
の
預
か
り
▽
謝
礼
＝

一
時
間
八
〇
〇
円
（
早
朝
・
夜

内

間
は
一
時
間
一
〇
〇
〇
円
） 

心
身
と
も
に
健
康
な　

歳
以
上

２０

の
方
。
登
録
後
に
研
修
会
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
す 

電
話

で
、
杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会

さ
さ
え
あ
い
係
へ

◇
利
用
会
員（
説
明
会
の
開
催
）

　
 
　

月　

日
�
、　

年
１
月

１２

１１

１８

　

日
�
・　

日
�
い
ず
れ
も
午

１２

２８

前　

時
〜　

時　

分 

あ
ん
さ

１０

１１

３０

ん
ぶ
る
荻
窪
（
荻
窪
５
―　

―
１５

　

） 

当
日
、
直
接
会
場
へ

１３

☆

　
 

杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会

さ
さ
え
あ
い
係
�
５
３
４
７
‐

３
１
３
１

不
燃
化
促
進
住
宅
入
居
者

　

次
の
地
域
で
自
己
居
住
用
住 対

申

時

場

申
問

宅
を
耐
火
建
築
物
な
ど
に
建
て

替
え
る
場
合
、空
室
が
あ
れ
ば
、

工
事
期
間
中
の
一
時
移
転
先
と

し
て
不
燃
化
促
進
住
宅
を
利
用

で
き
ま
す
。

　
 

対
象
地
域
＝
蚕
糸
試
験

場
・
気
象
研
究
所
跡
地
周
辺
地

区
地
区
計
画
区
域
、
環
状
八
号

線
沿
道
不
燃
化
促
進
区
域
、
天

沼
三
丁
目
地
区
、
防
火
地
域
、

杉
並
区
防
災
都
市
づ
く
り
調
査

に
お
け
る
十
二
町
丁
目
、
新
た

な
防
火
規
制
区
域
な
ど
▽
利
用

住
宅
＝
和
田
住
宅
（
和
田
３
―

　

―　

）、
馬
橋
住
宅
（
阿
佐
谷

４１

２７

北
５
―
８
―　

）
▽
月
額
家
賃

１６

＝
２
Ｄ
Ｋ
＝
五
万
円
、
３
Ｄ
Ｋ

＝
七
万
円
（
別
途
共
益
費
月
額

二
四
〇
〇
円
）
▽
申
込
期
間
＝

内

毎
月
１
日
〜　

日
ま
で
の
月
〜

１０

金
曜
日
（
抽
選
） 

・ 

ま
ち

づ
く
り
推
進
課
（
区
役
所
西
棟

三
階
）
へ

� 

杉
樹
会 

非
常
勤
調
理
補
助
職
員

　
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
さ
ん
じ
ゅ
阿
佐
谷
」
利
用
者

の
食
事
の
調
理
補
助
業
務
▽
勤

務
時
間
な
ど
＝
木
・
金
・
土
曜

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
１
時　
３０

分
（
応
相
談
）
▽
資
格
な
ど
＝

　

歳
く
ら
い
ま
で
の
方
▽
時
給

５５＝
八
五
〇
円 

一
名 

履
歴
書

を
直
接
、さ
ん
じ
ゅ
阿
佐
谷（
阿

佐
谷
北
１
―
２
―
１
）
へ
持
参

 

同
ホ
ー
ム
�
３
３
１
０
‐
６

６
３
２

申

問

（ 福 ）内

定

申

問

�

�

�

�

�������������������

�������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

建
築
物
の
解
体
工
事
な
ど

に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散

防
止
を
図
り
、
区
民
の
健
康

と
安
全
な
生
活
環
境
を
確
保

す
る
た
め
、
現
行
の
法
令
で

は
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
小

規
模
な
解
体
工
事
に
つ
い
て

も
、
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
の
有

無
な
ど
の
事
前
調
査
の
ほ

か
、
必
要
な
措
置
を
定
め
た

要
綱
を　

月　

日
か
ら
施
行

１１

１５

し
ま
し
た
。

主
な
内
容

�
対
象
と
な
る
ア
ス
ベ
ス
ト

の
種
類
と
建
築
物

　

床
面
積
、
吹
付
け
面
積
に

か
か
わ
ら
ず
、
吹
付
け
ア
ス

ベ
ス
ト
等
や
ア
ス
ベ
ス
ト
含

有
成
形
板
等
を
使
用
し
た
建

築
物
な
ど
。

�
区
長
の
責
務

　

ア
ス
ベ
ス
ト
を
使
用
し
た

建
築
物
の
解
体
等
工
事
が
適

正
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
発
注

者
等
に
対
し
て
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
よ
う
指
導
す
る
。

�
発
注
者
等
の
責
務

�
建
築
物
に
お
け
る
吹
付
け

ア
ス
ベ
ス
ト
等
や
ア
ス
ベ
ス

ト
含
有
成
形
板
等
の
使
用
の

有
無
に
つ
い
て
の
事
前
調
査

を
行
う
こ
と
。

�
事
前
調
査
結
果
お
よ
び
工

事
の
内
容
や
飛
散
防
止
対
策

な
ど
に
つ
い
て
、
工
事
開
始

の
七
日
前
ま
で
に
近
隣
住
民

か
ら
見
え
る
場
所
に
表
示
を

行
う
こ
と
。

�
吹
付
け
面
積
の
大
小
を
問

わ
ず
、
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト

等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
た
工
事
施
工
者

は
、
解
体
工
事
実
施
一
四
日

前
ま
で
に
工
事
計
画
書
を
区

へ
届
け
出
る
と
と
も
に
、
五

日
前
ま
で
に
、
近
隣
住
民
に

説
明
を
行
う
こ
と
。

�
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
を
防

止
す
る
と
と
も
に
、
監
視
を

行
い
人
の
健
康
や
生
活
環
境

に
障
害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
。

調
査
費
用
の
助
成

　
　

月
中
旬
か
ら
、
住
宅
や

１２
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
ア
ス
ベ

ス
ト
調
査
費
用
の
助
成
を
始

め
ま
す
。

　

詳
細
は
、「
広
報
す
ぎ
な

み
」　

月　

日
号
で
お
知
ら

１２

１１

せ
す
る
予
定
で
す
。

「
杉
並
区
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防

止
に
関
す
る
指
導
要
綱
」
を
制

定
し
ま
し
た
 

環
境
課
公
害
対
策
係

問

◆国民年金◆　６５歳になられる方へ６５歳になられる方へ
　老齢基礎年金の受給には、手続が必要です。受付は誕生日の前日からで
す。 必要書類などについては下記にお問い合わせください。
　 加入したことのある年金が国民年金だけで、１号被保険者期間のみの
方＝区役所国保年金課国民年金係／国民年金の３号被保険者期間のある
方、厚生年金や共済年金に加入したことのある方＝杉並社会保険事務所（高
円寺南２‐５４‐９�３３１２‐１５１１）
※１号被保険者＝自営業、学生など／３号被保険者＝厚生年金・各種共済年
金加入者に扶養されている配偶者

問



�������●７

〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１７（２００５）年��月��日（月曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

９
月
４
日
の
集
中
豪
雨
で

被
災
さ
れ
た
難
病
医
療
費

助
成
対
象
者
の
皆
さ
ん
へ

　

都
で
は
、
９
月
４
日
の
集
中

豪
雨
で
被
災
さ
れ
た
難
病
お
よ

び
Ｂ
型
・
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
肝
炎

の
医
療
券
を
お
持
ち
の
方
で
、

次
の
�
�
に
該
当
す
る
方
の
医

療
費
の
一
部
負
担
額
を
、
申
請

に
よ
り
免
除
し
ま
す
。

�
杉
並
区
の
被
災
証
明
書
の
発

行
を
受
け
て
い
る
方

�
今
回
の
災
害
に
よ
り
、　

年
１７

度
の
住
民
税
が
減
額
ま
た
は
一

部
を
免
除
さ
れ
た
方

　

な
お
、
申
請
期
限
は　

年
９

１８

月　

日
ま
で
で
す
。

３０

　
 

・ 

杉
並
保
健
所
保
健
予

防
課
�
３
３
９
１
‐
１
０
２
５

ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪

�
３
３
９
１
‐
０
０
１
５
、
高

井
戸
�
３
３
３
４
‐
４
３
０
４
、

高
円
寺
�
３
３
１
１
‐
０
１
１

申

問

６
、
上
井
草
�
３
３
９
４
‐
１

２
１
２
、
和
泉
�
３
３
１
３
‐

９
３
３
１
）
へ

「
放
射
第
５
号
線
事
業

推
進
の
た
め
の
検
討
協

議
会
」
道
路
専
門
部
会

　

検
討
内
容
、
傍
聴
な
ど
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
６
時
〜

１１

３０

８
時 

久
我
山
会
館
（
久
我
山

３
―　

―　

） 

当
日
、
直
接

２３

２０

会
場
へ 

東
京
都
第
三
建
設
事

務
所
工
事
第
一
課
環
境
対
策
担

当
係
�
３
３
８
７
‐
５
３
４
７

 

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い

★
都
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
規
制
の

基
準
値
が　

年
４
月
か
ら
変
わ

１８

り
ま
す

　

規
制
の
基
準
値
が
変
わ
る
こ

と
に
よ
り
、
長
期
規
制
車
が
新

時
場

申

問

他

た
に
規
制
対
象
に
な
り
ま
す

（
乗
用
車
は
対
象
外
、
新
車
登

録
か
ら
七
年
間
は
規
制
猶
予
）。

規
制
対
象
車
で
基
準
を
満
た
さ

な
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
は
都
内
の

運
行
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
長
期
規
制
車
で
も
車
両
に

よ
っ
て
は
排
ガ
ス
値
が
低
く
、

規
制
に
適
合
し
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
粒
子
状
物
質

減
少
装
置
（
Ｄ
Ｐ
Ｆ
な
ど
）
を

装
着
済
み
で
ス
テ
ッ
カ
ー
（
右

下
図
参
照
）
に
「
Ｈ　

」
と
記

１７

載
さ
れ
て
い
る
車
両
は
、
新
し

い
基
準
値
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
 

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
規
制
総
合

相
談
窓
口
（
都
環
境
局
自
動
車

問

公
害
対
策
部
規
制
課
）
�
５
３

８
８
‐
３
５
２
８
�
５
３
８
８
‐

１
３
８
２
�S

0
0
0
0
6
3
0
@

s
e
c
tio
n
.m
e
tro
.to
k
y
o
.j

p

★
栄
養
と
食
の
展
示
会

　

厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省

か
ら
の
最
新
情
報
「
食
事
バ
ラ

ン
ス
ガ
イ
ド
」の
普
及
の
た
め
、

健
康
的
な
食
べ
方
の
め
や
す
と

し
て
「
何
を
」「
ど
れ
だ
け
」
食

べ
た
ら
よ
い
か
を
わ
か
り
や
す

く
紹
介
し
ま
す
。

　
 
　

月
２
日
�
〜
４
日
�
午

１２

前　

時
〜
午
後
７
時 

阿
佐
谷

１０
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
一
階
展
示

室
（
ぶ
ら
っ
と
り
ー
／
阿
佐
谷

南
１
―　

―　

） 

無
料 

当

４７

１７

日
、
直
接
会
場
へ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
す
ぎ
な
み
栄
養
と
食
の
会
�

３
３
９
０
‐
６
４
４
１�　

月　
１０

２１

日
付
広
報

　

面
「
弓
ケ
浜
ク
ラ
ブ
」
の
下

１０田
町
水
仙
ま
つ
り
は
、
名
称
が

「
下
田
市
水
仙
ま
つ
り
」
で
、

日
程
は　

年
１
月　

日
ま
で
で

１８

１０

す
。
�　

月　

日
付
広
報
３
面

１１

１１

「
阿
佐
谷
の 
賑 
わ
い
を
デ
ザ
イ

に
ぎ

ン
す
る
」
の
講
師
の
氏
名
は
、

「
倉
田
直
道
」の
誤
り
で
し
た
。

時

場
費

申

問

▲装着済み
ステッカー

●　●　●　宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド宿泊施設ガイド　●　●　●
民営化施設（民間事業者が経営しています。予約、問い合わせは各申込先へ）　

弓ケ浜クラブ
（静岡県賀茂郡
南伊豆町湊字
新田谷戸７８１）

富士学園
（山梨県南都留郡
忍野村忍草２９９７）

ホテル・
コニファーいわびつ
（群馬県吾妻郡吾妻町大字
原町字岩櫃４３９９）

湯の里「杉菜
（すぎな）」（神奈
川県足柄下郡湯
河原町宮上２７９）

施設名
（住所）

０１２０‐４１２‐２２４
（午前１０時～午後５
時、年中無休）

０１２０‐８４４‐８９１
３２６３‐１５９０

（午前１０時～午後６時、
土・日曜・祝日を除く）

０２７９‐６８‐５３３８
（午前９時～午後８時、

年中無休）

０１２０‐４６５‐００２
０４６５‐６２‐４８０５
（午前９時～午後８
時、年中無休）

電話番号
（受付時間）
申
込
先

３２６３‐５３９２０２７９‐６８‐５４１７ファクス

区民・一般区民・一般区民・一般一般区民料金区分

７３５０円
１８年４月３０日まで
＝５２５０円（１２月２９
日～１８年１月３日は
除く）

６７２０円
１１月２５日 ～１８年３月１９
日までの金・土・日曜日
宿泊＝５７７５円（年末年始
は除く）

７９８０円～

７９８０円～
冬期平日割引
（１８年１月１０
日～３月１７日）
＝７０００円（入湯
税込み）

８４００円７９８０円大　人平
日

宿
泊
料
金
（
消
費
税
込
み
）

６３００円～５９８５円５５６５円子ども

７３５０円
１１月２５日 ～１８年３月１９
日までの金・土・日曜日
宿泊＝５７７５円（年末年始
は除く）

９０３０円～９４５０円９０３０円大　人休
前
日 ７３５０円～７０３５円６６１５円子ども

１２月１日～２０日１１月２３日・２４日・２９
日・３０日１２月１３日～１５日１２月１４日

～１６日休館日

１２歳以上１３０円中学生以上１５０円１２歳以上１５０円入湯税
利用人数により、宿泊料金が変わる場合もあります。上記宿泊料金（消費税込み）に対して、区民（区
内在住者）には２０００円（６５歳以上または障害者には３０００円）の宿泊補助があります。利用日の１週間
前からの変更、取消はキャンセル料がかかる場合があります。

宿泊開始日の６カ月前の日申込開始日

（注）１．区の宿泊補助を受けるためには、運転免許証・杉並区民証・健康保険証・障害者手帳など区内在
住の証明になるもの（コピー可）を現地施設で提示のうえ、書類に記入してください（お持ちにならない
時は宿泊補助は受けられません。また、払い戻しはしません）。２．富士学園は小学生以上に、弓ケ浜クラ
ブは５歳以上に宿泊料金が適用されます。３．宿泊の予約は、申込先に直接ご連絡ください。ファクスは予
約可否の返信をします。近畿日本ツーリスト区役所内営業所では宿泊予約は受け付けません。４．季節によ
り宿泊料金が上記と異なる日があります。詳細は申込先にお問い合わせください（富士学園・弓ケ浜クラ
ブは、学校優先使用のためご利用いただけない日もあります）。５．各施設のパンフレットは区役所、区民
事務所・分室、駅前事務所、地域区民センター、区民集会所にあります。

直営施設
休館日申　  込　  方　  法料　金施　　　設

１８年１月１２日

１月の利用申し込み
研修使用日以外は１２月１２日から使用日の前日ま
で、電話または窓口で受け付けます。なお、１２月
１２日は電話のみの受け付け（先着順）となります。
予約の取れた方には、使用承認書をお送りします。
この承認書を忘れずに現地施設にご持参くださ
い。利用料金などは現地施設でお支払いください。

１泊２食
大　人４４００円
子ども２７００円
年末年始（１２月
２９日 ～１８年１月３
日）＝ 大 人５４００
円、子ども３７００円

教職員研修所
「秋川荘」
（あきる野市五日市）
�０４２‐５９６‐０６９３
予約は、下記の近畿
日本ツーリスト区役
所内営業所まで
秋川荘予約・問い合わせ先＝近畿日本ツーリスト区役所内営業所（〒１６６‐８５７０阿佐谷南１‐１５‐１）
�３３１２‐６４３１（直通）へ（午前８時３０分～午後５時。土曜・日曜、祝日は除く）。

　

ハ
リ
ウ
ッ
ド
経
由
、
全
世
界
行
き
。

そ
れ
が
、
東
京
ム
ー
ビ
ー
の
社
長
だ
っ

た
故
・
藤
岡
豊
さ
ん
が
抱
い
た
新
し
い

夢
だ
っ
た
。
日
本
国
内
の
市
場
だ
け
相

手
に
し
て
い
て
は
、
い
ず
れ
頭
打
ち
に

な
る
と
考
え
、
ツ
テ
も
コ
ネ
も
な
し
に

ハ
リ
ウ
ッ
ド
に
乗
り
込
ん
で
い
っ
た
の

だ
。

　

ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
立
て
た
企
画
は
、「
夢

の
国
の
リ
ト
ル
・
ニ
モ
」
と
い
う
マ
ン

ガ
の
劇
場
ア
ニ
メ
化
だ
。
原
作
は
、　
２０

世
紀
初
め
に
新
聞
の
日
曜
版
に
連
載
さ

れ
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
よ
く
知
ら
れ
た

マ
ン
ガ
で
、
ニ
モ
と
い
う
男
の
子
が
夢

の
中
で 
夜  
毎 
ベ
ッ
ド
に
乗
っ
て
飛
び
、

よ 

ご
と

夢
の
国
で
冒
険
を
す
る
と
い
う
、
愛
ら

し
く
て
不
思
議
な
作
品
だ
。

　

最
初
は
ツ
テ
も
コ
ネ
も
な
か
っ
た
は

ず
な
の
に
、
藤
岡
さ
ん
は
持
ち
前
の
行

動
力
と
営
業
力
で
ハ
リ
ウ
ッ
ド
を
動
き

回
り
、着
々
と
人
脈
を
築
い
て
い
っ
た
。

そ
の
中
に
は
、「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」
の

監
督
ジ
ョ
ー
ジ
・
ル
ー
カ
ス
や
、
Ｓ
Ｆ

フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
神
様
み
た
い
な
存

在
の
作
家
レ
イ
・
ブ
ラ
ッ
ド
ベ
リ
と
い

っ
た
超
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
も
あ
っ
た
。

　

実
を
言
う
と
、
筆
者
は
「
ニ
モ
」
が

作
り
始
め
ら
れ
た
時
期
に
す
で
に
ア
ニ

メ
業
界
の
片
隅
に
い
た
。
あ
る
日
東
京

ム
ー
ビ
ー
に
仕
事
の
打
ち
合
わ
せ
に
行

っ
た
ら
、
壁
に
ル
ー
カ
ス
の
サ
イ
ン
入

り
色
紙
が
飾
ら
れ
て
い
て
、
び
っ
く
り

し
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
サ
イ
ン
の
横
に
は
「
Ｍ
ａ
ｙ　

ｔ

ｈ
ｅ　

ｆ
ｏ
ｒ
ｃ
ｅ　

ｂ
ｅ　

ｗ
ｉ
ｔ

ｈ　

ｙ
ｏ
ｕ
」（『
理
力
と
共
に
あ
れ
』。

当
時
は
『
フ
ォ
ー
ス
』
を
『
理
力
』
と

言
っ
て
い
た
）　

と
い
う「
ス
タ
ー
ウ
ォ

ー
ズ
」
の
決
め
ゼ
リ
フ
が
添
え
て
あ
っ

た
。

　
「
ニ
モ
」
の
映
画
の
実
現
に
向
け
て
、

藤
岡
さ
ん
は
ま
た
も
や
並
の
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
な
ら
絶
対
に
や
ら
な
い
だ
ろ
う

大
胆
な
こ
と
を
始
め
た
。

　

ウ
エ
ス
ト
・
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に
住
ま
い

を
用
意
し
、
自
ら
そ
こ
に
長
期
滞
在
し

て
企
画
を
進
め
る
一
方
、
東
京
に
は
テ

レ
コ
ム
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
フ
ィ
ル
ム

と
い
う
子
会
社
を
設
立
し
た
の
だ
。　

　

「
ニ
モ
」
製
作
が
目
的
の
会
社
で
、

既
存
の
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
以
外
に
も
質
の

高
い
描
き
手
を
育
て
よ
う
と
、
新
人
を

公
募
し
、
高
競
争
率
の
試
験
を
通
っ
た

人
た
ち
を
、
月
岡
貞
夫
さ
ん
や
大
塚
康

生
さ
ん
と
い
っ
た
実
力
派
の
ベ
テ
ラ
ン

が
鍛
え
た
。
そ
の
結
果
育
っ
た
主
だ
っ

た
原
画
ス
タ
ッ
フ
を
、
後
に
は
ロ
サ
ン

ジ
ェ
ル
ス
に
長
期
滞
在
さ
せ
て
、
研
修

会
を
行
っ
た
り
も
し
た
。

　

監
督
に
は
高
畑
勲
さ
ん
、
主
要
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
宮
崎
駿
さ
ん
や
大
塚
康
生

さ
ん
た
ち
も
参
加
、
脚
本
は
ブ
ラ
ッ
ド

ベ
リ
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
藤

岡
さ
ん
と
共
に
ア
メ
リ
カ
人
の
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
が
立
ち
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ベ

テ
ラ
ン
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
た
ち
も
加
わ
っ

て
、
い
よ
い
よ
藤
岡
さ
ん
の
新
し
い
夢

が
動
き
始
め
た
…
。

　

さ
ら
に
次
回
に
続
き
ま
す
。

�

杉
並
区
の
地
場
産
業
「
ア
ニ
メ
」。
数
多
く
の
ア
ニ
メ
ス
タ
ジ
オ
で
、
ど
ん
な
人

た
ち
が
ど
ん
な
作
品
を
創
っ
て
き
た
の
か
…
。
ア
ニ
メ
業
界
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
、
そ
ん
な
杉
並
と
ア
ニ
メ
の
か
か
わ
り
を
描
き
ま
す
。

（
毎
月　

日
号
に
掲
載
）

２１

文
�
金
春　

智
子

脚
本
家
／
阿
佐
谷
在
住

企
画
・
監
修
�
大
地　

丙
太
郎
（
ア
ニ
メ
監

督
／
阿
佐
谷
在
住
）、
題
字
�
佐
藤　

竜
雄

（
ア
ニ
メ
監
督
／
高
円
寺
在
住
）

イ
ラ
ス
ト
�
渡
辺　

は
じ
め

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
／
高
円
寺
在
住

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

訂
正
と
お
わ
び
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【記号】�＝Ｅメールアドレス　 ＝ホームページアドレスHP 杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

人口と世帯
住
民
登
録

人口／５１万６２４４人（２２増）
　男　／２４万９６７４人（２６増）
　女　／２６万６５７０人（４減）
世帯／２８万０２８７　（２３増）

外
国
人
登
録

人口／１万０７７０人（６５増）
　男　／　　５３０６人（４７増）
　女　／　　５４６４人（１８増）
世帯／　　８７７０　（６１増）

１７年１１月１日現在、（　）は前月比
総人口／５２万７０１４人（８７増）

人権問題でお困りのときは…

毎月第３金曜日の午後１時～４時に区政相談
課で相談を行っています。また、人権擁護委員
や東京法務局�５６８９‐０５１８もご利用ください。

人権擁護委員
電話番号住　所氏　　名

�３３３１‐３０３１宮前森村　智惠子
�５９３２‐５４４１上井草林　伸子
�５３４７‐２０７０成田東近藤　昭子
�５２１１‐７３６１荻窪安部　陽一郎
�３３１１‐０７７４松ノ木小野　忠
�３３１２‐２５３２堀ノ内久保田　惠政
�３３１６‐０７０１※阿佐谷南高橋　裕子
�５４１０‐６０７０成田東高石　昌子
�５５４５‐６４７１荻窪松本　徹子
�３３９３‐４４５０荻窪�澤　純子
�３３５５‐０２５１松ノ木上野　伊知郎
�５２８３‐３８１８下井草白石　光征
�３３９０‐６９８８西荻北三浦　範子

※は、子どもの人権専門委員
夜間人権ホットライン�５８０８‐２８００・２８９０

 １２月９日�午後５時～８時時

　�東京都人権啓発センターで、弁護士による
法律相談をお受けします。
　 �東京都人権啓発センター�３８７１‐０２１２問

◆１２月の各種健康相談◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）
�３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）
�３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

�３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）

�３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）
�３３９１‐００１５

８・２２日
午前９時～１０時３０分

６・２０日
午前９時～１０時３０分

６・２０日
午前９時～１０時３０分

８・２２日
午前９時～１０時３０分

２・１６日
午前９時～１０時３０分

健康相談（検査は有料）
直接会場へ

１９日午前９時３０分～
１０時３０分

２１日
午前９時～１０時

２２日
午前９時３０分～１０時１５分

２日
午後１時１５分～３時

１日午前９時１５分～
１０時３０分

子育てに関する相談（計
測）・子育て交流

１・８・１５・２２日２・９・１６・２１日７・１４・２１・２６日
母親学級…母子健康手帳を
持って直接会場へ 午後１時３０分～４時（荻窪保健センターの１４日は午後１時～、２１日は１時１５分～、２６日は午前９時３０分～、高円

寺保健センターの９日は午後１時～、２１日は午前９時３０分～、上井草保健センターの８日は午後１時～）
１５日（事前申込制）１６日（事前申込制）２１日（事前申込制）

パパ・ママ学級
午後１時３０分～４時（荻窪保健センターは午後１時１５分から）

１５日
午後１時３０分～３時

２２日
午前１０時３０分～正午

１５日
午前１０時３０分～正午

７日午前１０時～正午
（電話予約制）

離乳食講習会（無料）
直接会場へ

１２日午後１時１５分～２時３０分
１３・１９日午前９時～１０時３０分

１４日午後１時１５分～２時３０分
８・２１日午前９時～１０時３０分

８・１５日午後１時１５分～２時３０分
１３・２０日午前９時～１０時３０分

２・１６日午後１時１５分～２時３０分
５・１９日午前９時～１０時３０分

８・２２日午後１時１５分～２時３０分
２・１６日午前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
初診に限ります

１０日�午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会（阿佐谷南３‐３４‐３）　問い合わせは、�３３９３‐０３９１へ歯の健康相談（無料）

１５日午後１時３０分～１日午後１時３０分～１６日午後１時３０分～１４日午後１時３０分～７日
午後１時３０分～

ものわすれ相談（無料）…電
話予約

１日
午後１時３０分～

１４日
午後１時３０分～

９・２２日
午後１時３０分～

１・２２日
午後１時３０分～

１５・２２日
午後１時３０分～精神保健相談（無料）…電話

予約 和泉保健センターでは、児童・思春期精神保健相談も行います。
（注）１．杉並区に転入し、妊婦・乳幼児健診受診票、予防接種予診票が必要な方は、各保健センターまたは区役所１階保健福祉相談窓口へ。
　　　２．荻窪保健センターの離乳食講習会は電話予約制で、申し込みは前月の１日（土・日曜、祝日の場合は最初の平日）からです。（先着３０名）

◇
女
性
の
人
権
を
尊
重
し
ま
し

ょ
う

　

「
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家

庭
」
と
い
う
固
定
し
た
考
え
方

に
よ
り
女
性
の
活
躍
が
せ
ば
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

結
婚
や
出
産
後
も
仕
事
を
続

け
た
い
と
い
う
希
望
を
も
っ
て

い
る
女
性
も
、
仕
事
や
家
事
な

ど
の
両
立
が
難
し
く
仕
事
を
辞

め
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
が

実
情
で
す
。
女
性
が
仕
事
を
続

け
る
た
め
に
は
、
男
女
が
家
事

な
ど
の
分
担
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

ま
た
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

は
人
権
侵
害
か
つ
犯
罪
で
許
さ

れ
な
い
行
為
で
す
。
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
に
悩
ん
だ
ら
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
 

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

女
性
相
談
室
�
３
３
９
３
‐
４

７
１
３
（
直
通
）

◇
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

　

保
護
者
な
ど
に
よ
る
児
童
の

虐
待
や
子
ど
も
の
間
で
の
い
じ

め
、
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ

な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
に
か
か

わ
る
問
題
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

特
に
虐
待
の
相
談
・
通
報
件

問

数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、

虐
待
を
受
け
て
子
ど
も
が
死
亡

す
る
痛
ま
し
い
事
件
も
発
生
す

る
な
ど
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
心
身
の
発
達
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
れ
ら
の

問
題
に
対
し
て
関
心
を
向
け
、

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
を
一
人

の
人
間
と
し
て
尊
重
し
、
社
会

の
一
員
と
し
て
自
覚
と
責
任
を

も
っ
て
育
つ
こ
と
の
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
向
け
努
力
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
子
ど
も
の
様
子
が
い

つ
も
と
違
う
と
感
じ
た
り
、
虐

待
や
い
じ
め
が
わ
か
っ
た
と
き

な
ど
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
 

相
談
窓
口
＝
子
ど
も
と
家

庭
の
総
合
相
談
＝
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
・
ゆ
う
ラ
イ
ン

�
３
３
９
３
‐
４
７
１
１
／
い

じ
め
・
不
登
校
電
話
相
談
＝
済

美
教
育
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７

‐
１
１
８
９
・
１
１
９
０

◇
高
齢
者
の
「
尊
厳
あ
る
暮
ら

し
」
を
実
現
�
高
齢
者
虐
待

を
起
こ
さ
な
い

　

高
齢
者
の
判
断
能
力
が
低
下

し
た
り
介
護
が
必
要
に
な
る

と
、
虐
待
の
問
題
が
生
じ
や
す

く
な
っ
て
き
ま
す
。

問

　

家
族
が
無
自
覚
の
う
ち
に
、

高
齢
者
の
権
利
を
侵
害
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
高
齢
者

虐
待
の
予
防
に
は
介
護
の
負
担

や
生
活
上
の
問
題
を
家
庭
だ
け

で
抱
え
ず
に
相
談
す
る
こ
と
、

高
齢
者
の
立
場
に
立
っ
て
考
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
相
談

は
福
祉
事
務
所
・
保
健
セ
ン
タ

ー
な
ど
区
の
窓
口
や
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
（
ケ
ア　

）
へ

２４

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◇
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加

と
平
等
の
実
現

　

障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
道

路
や
交
通
機
関
、
建
物
な
ど
の

施
設
は
十
分
に
安
全
で
快
適
で

は
な
く
、
日
常
生
活
に
お
け
る

障
壁
（
バ
リ
ア
）
は
依
然
と
し

て
存
在
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

就
職
な
ど
の
社
会
参
加
も
い
ま

だ
難
し
い
と
い
う
現
実
が
あ
り

ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
立
し
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
へ
の
参
加
が
保
障
さ
れ
る

社
会
で
あ
る
た
め
に
は
、
よ
り

深
く
障
害
に
つ
い
て
理
解
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

◇
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

　

部
落
差
別
問
題（
同
和
問
題
）

と
は
、
日
本
社
会
の
歴
史
的
発

展
の
過
程
で
形
づ
く
ら
れ
た
身

分
差
別
に
よ
り
、
一
部
の
人
々

が
長
い
間
、
経
済
的
、
社
会
的
、

文
化
的
に
低
位
の
状
態
を
強
い

ら
れ
、
今
も
な
お
就
職
や
結
婚

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
差
別
を

受
け
て
い
る
わ
が
国
固
有
の
重

大
な
社
会
問
題
で
す
。

　

同
和
問
題
へ
の
正
し
い
理
解

と
認
識
を
持
ち
、
国
民
全
体
の

課
題
と
し
て
差
別
の
解
消
に
努

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

◇
外
国
人
も
地
域
の
一
員

　

杉
並
区
に
は
一
万
人
を
超
え

る
外
国
人
が
住
ん
で
い
ま
す
。

そ
う
し
た
人
々
の
中
に
は
、
文

化
や
生
活
習
慣
の
相
違
な
ど
に

よ
る
誤
解
や
行
き
違
い
で
、
偏

見
を
持
た
れ
た
り
、
入
店
拒
否

や
入
居
、
就
労
な
ど
で
差
別
を

受
け
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
交
流
を
通
じ
、
お

互
い
を
理
解
し
、
地
域
で
生
活

す
る
一
員
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

◇
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の

人
権
に
配
慮
し
よ
う

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族

は
、
命
を
奪
わ
れ
る
、
財
産
を

奪
わ
れ
る
と
い
っ
た
被
害
だ
け

で
な
く
、
被
害
後
に
生
じ
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
苦
し
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

被
害
に
よ
る
精
神
的
な
苦
痛

や
身
体
の
不
調
、
捜
査
や
裁
判

で
の
精
神
的
・
時
間
的
負
担
、

周
囲
の
人
々
の
無
責
任
な
う
わ

さ
や
中
傷
な
ど
で
す
。

　

区
で
は
、
犯
罪
被
害
者
と
そ

の
家
族
・
遺
族
を
支
援
す
る
た

め
、　

月
に
「
杉
並
区
犯
罪
被

１０

害
者
等
支
援
条
例
」
を
制
定
し

ま
し
た
。　

年
４
月
に
は
相
談

１８

窓
口
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
を
開
始
し

ま
す
。

◇ 
拉  
致 
問
題
の
早
期
解
決
を

ら 

ち

　

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致

事
件
は
、
今
も
な
お
完
全
な
解

決
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

拉
致
は
、
許
さ
れ
な
い
行
為

で
あ
り
、
重
大
な
人
権
侵
害
で

す
。

　

区
は
、
こ
う
し
た
問
題
が
二

度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
ま
た

全
容
の
究
明
と
一
刻
も
早
い
解

決
を
強
く
望
み
ま
す
。

人
権
週
間
の
催
し

◇
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
と

映
画
の
集
い

　
 
　

月
７
目
�
午
後
１
時

１２

〜
４
時　

分 

ア
ミ
ュ
ー
た

３０

ち
か
わ
（
立
川
市
錦
町
３
―

３
―　

） 

�
映
画
上
映「
機

２０

関
車
先
生
（
字
幕
入
り
）」
�

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
＝
舘

野
泉
「
ピ
ア
ノ
演
奏
と
ト
ー

ク
」

◇
講
演
と
映
画
の
集
い

　
 
　

月
８
日
�
午
後
１
時

１２

　

分
〜
４
時 

か
つ
し
か
シ

３０ン
フ
ォ
ニ
ー
・
ヒ
ル
ズ（
葛
飾

区
立
石
６
―　

―
１
） 

�

３３

時

場

内

時

場

内

映
画
上
映
「
マ
イ
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト（
要
約
筆
記
入
り
）」、

「
仮
免
許
練
習
中
（
字
幕
入

り
）」
�
講
演
会
「
森
を 
育 
む

は
ぐ
く

も
の
」（
Ｃ
・
Ｗ
・
ニ
コ
ル
）

☆

　
 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

都
総
務
局
人
権
部
�
５
３
８

８
‐
２
５
８
８

◇
人
権
パ
ネ
ル
展

　

小
・
中
学
生
の
人
権
作
文

や
絵
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　
 
　

月
５
日
�
〜
９
日
�

１２

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
５

日
は
午
前　

時
か
ら
、
９
日

１０

は
午
後
３
時
ま
で
） 

区
役

所
一
階
ロ
ビ
ー 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

区
政
相
談
課

申

問

時

場

申

問

思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に

���
�
�
�
��

�
�
	
�
�
	

�

�
�


���
�

１２月１０日�は、国連が
「世界人権宣言」を採
択し「人権デー」と定
めた日です。わが国で
は人権デーまでの一
週間を「人権週間」と
し、人権意識の普及・
高揚に努めています。

人
権
は
、す
べ
て
の
人
が
幸
せ
な
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
、だ

れ
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
等
し
く
も
ち
、だ
れ
か
ら
も
侵
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
権
利
で
す
。し
か
し
、人
種
・
信
条
・
性
別
・
社
会

的
身
分
・
門
地
な
ど
に
よ
っ
て
不
当
な
差
別
を
受
け
、苦
し
ん
で
い

る
方
々
が
い
ま
す
。人
権
を
取
り
巻
く
現
実
を
知
り
、人
権
に
つ
い

て
考
え
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
 
―
―
問
い
合
わ
せ
は
、総
務
課
へ
。


